
随所に休憩所や水道設備を設けて、お参りの負担を軽減します。◎施設も充実

休憩室もお気軽にご利用いただけます。

管理人が常駐し、霊園環境の美化に努めています。

◎安心の永代供養

万一、後継者のいない方もご安心ください。
当霊園がまごころこめて故人を永代供養致
します。

◎交通も便利

大型駐車場も完備

ローソン

豊かな自然環境の中で、ご先祖様とご家族との、心やすらぐふれあいをお手伝い致します。

駐車場から
墓前へ車イスで
お参りできます

管理の行き届いた霊園
（定休日：水曜日）

販売会社：ロックアート三典株式会社

随時見学案内中

敷地内は段差のない全区画バリアフリーとなっております。
車イスの方も駐車場から墓前まで、スムーズにお参りできて、
とても安心です。

◎全区画バリアフリー

焼肉なべしま

エブリワン

大
おお

浪
なみの

池
いけ

の氷紋　1月９日　午後３時38分

2
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「
私
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
食
事
で
18
㌔
㌘

や
せ
ま
し
た
」「
歩
い
て
健
康
を
維
持
し
て

い
ま
す
」
と
い
う
人
。
そ
れ
と
は
逆
に
「
今

年
は
毎
日
欠
か
さ
ず
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
す
る

ぞ
」
と
、
正
月
に
心
に
決
め
な
が
ら
三
日

坊ぼ
う
ず主

で
終
わ
っ
た
人
。
さ
あ
、
ま
だ
２
月
、

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
せ
ん
か
。

霧
島
市
が
定
め
た
健
康
き
り
し
ま
21
（
霧

島
市
健
康
増
進
計
画
）
で
は
、
市
民
の
健
康

づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め
に
、
手

軽
に
で
き
る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
勧
め
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
今
月
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
特

集
、
歩
き
方
を
健
康
運
動
指
導
士
の
松
元
弘

二
さ
ん
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

量
よ
り
も
継
続
が
大
事

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
①
だ
れ
で
も
②
ど
こ
で

も
③
い
つ
で
も
④
一
人
で
も
で
き
る
な
ど
、

と
て
も
手
軽
に
で
き
る
運
動
で
す
。
そ
し
て

大
切
な
こ
と
は
「
長
い
距
離
を
歩
い
た
」
と

い
う
の
で
は
な
く
、
ど
れ
だ
け
長
い
期
間
継

続
で
き
た
か
が
大
事
な
の
で
す
。
１
週
間
に

１
回
１
時
間
歩
く
こ
と
よ
り
も
毎
日
５
分
で

も
10
分
で
も
継
続
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

体
力
の
あ
る
方
、
な
い
方
そ
れ
ぞ
れ
同
じ

運
動
を
し
た
の
で
は
、
か
え
っ
て
ケ
ガ
を
す

る
原
因
に
な
り
ま
す
。「
１
日
１
万
歩
」、
体

力
の
あ
る
方
は
充
分
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、

歩
く
習
慣
の
な
い
方
に
、
初
め
か
ら
こ
の
目

標
は
無
理
が
あ
り
ま
す
。
歩
い
た
次
の
日
に

体
が
き
つ
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
前
日
に
や
っ

た
運
動
が
や
り
す
ぎ
だ
と
い
う
こ
と
な
の
で
、

時
間
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
ら
れ
る
方
、
ま
ず

は
家
の
周
り
を
毎
日
５
分
歩
い
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。
１
日
わ
ず
か
５
分
の
運
動
、

し
か
し
３
６
５
日
続
け
る
と
体
力
の
向
上
は

明
ら
か
。「
継
続
は
力
な
り
」
で
す
。

誰
で
も
簡
単
に
で
き
る

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

生
活
習
慣
が
変
わ
れ
ば
体
も
変
わ
る

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か

準
備
運
動
は
十
分
に

生
活
パ
タ
ー
ン
の
中
で
も
っ
と
も
歩
き
や

す
い
時
間
帯
を
見
つ
け
る
こ
と
が
ベ
ス
ト
。

そ
れ
が
長
続
き
を
す
る
秘
訣
で
す
。
た
だ
、

朝
起
き
て
す
ぐ
の
運
動
は
要
注
意
。
頭
の
指

令
と
身
体
が
う
ま
く
つ
な
が
っ
て
い
な
い
の

で
転
倒
の
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
歩
き
始
め

る
前
の
準
備
運
動
が
大
切
で
す
。
ま
た
空
腹

時
は
で
き
る
だ
け
避
け
、
食
後
30
分
以
上
空

け
た
後
の
運
動
が
理
想
的
で
す
。

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
と
い
う
と
「
足
」
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、
上
半
身
も
大
切

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
腕
を
振
ら
な
け

れ
ば
ス
ム
ー
ズ
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
動
作
は
生

ま
れ
ま
せ
ん
。
上
半
身
の
ス
ト
レ
ッ
チ
も

し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

も
っ
と
運
動
を
し
た
い

「
も
っ
と
や
せ
た
い
か
ら
、
も
っ
と
歩
き

た
い
」「
も
っ
と
健
康
に
な
り
た
い
か
ら
、

も
っ
と
歩
き
た
い
」
目
的
を
持
っ
て
運
動
を

す
る
こ
と
は
、
成
果
を
生
み
出
す
一
番
の
近

道
。
し
か
し
、
無
理
な
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は

か
え
っ
て
ひ
ざ
を
痛
め
る
原
因
と
な
り
ま

す
。
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
時
間
を
少
し
ず
つ
延

ば
す
と
と
も
に
、
自
分
の
筋
力
も
少
し
ず
つ

強
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
に
は
ス

ク
ワ
ッ
ト
運
動
や
腹
筋
運
動
が
効
果
的
で
す
。

さ
あ
、
皆
さ
ん
も
今
日
か
ら
自
分
の
目
標
を

見
つ
け
て
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
は
い
か
が
。

ウ オ ー キ ン グ は い い こ と ず く め

脚を伸ばす

シューズ選びは
とても重要です

胸を張る

肩の力を抜く

目
線
は
遠
く

あ
ご
を
引
く

速度に合わせ
やや大きく腕を振る

◎�スクワット運動：脚力を鍛える最も簡単で、最も効果的な運動です。
ウオーキング中のひざの痛みは、膝関節を支える筋力不足によるものが多く、それを補う
運動としてスクワット運動が有効です。
動きは椅子に腰かけるようなイメージで行うと、正しいフォームで運動することができます。
注意点として前かがみにならないようにしましょう。上半身は常に起きた状態で行います。

◎�腹筋運動：背筋・腹筋のアンバランスは腰痛を引き起こす原因となります。
特に腹筋は低下しやすい筋肉で、日ごろから少しずつ運動する必要があります。胸の前、

あるいは頭の後ろで腕を組み、おへそをのぞき込むイメージで上体を起こしていきます。上
体が上がり過ぎると、股

こ

関節の運動へと変わってきます。無理なく腹筋をするためには肩
けん

甲
こう

骨
こつ

が床から離れる程度にとどめておきましょう。

もっと運動したい、もっとやせたい人のための
やさしい筋力トレーニング

➡

➡

スクワット運動

腹筋運動
松元弘二さん（41歳）
鹿屋体育大学を卒業、国分野
口西の㈱エルグ・テクノに勤
務。健康運動指導士・ヘルス
ケアトレーナー・ＮＳＣＡ認
定パーソナルトレーナー。隼
人町宮内地区在住。

Instructor

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

三日坊主のあなたに
ウオーキング継続のポイント

○家族や仲間と無理せず楽しく	 ○毎日の記録をつける
○目標を立てる（一日1,000歩から）	 ○季節などに応じてコースを変える カカトから着地

背筋を伸ばす

歩幅は普段よりやや広げる

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.2, Japan



あ
な
た
の
ウ
エ
ス
ト
は
今
何
セ
ン
チ
で
す

か
。
男
性
85
㌢
、
女
性
90
㌢
以
上
は
、
内
臓

脂
肪
型
肥
満
で
、
そ
れ
に
加
え
た
次
に
あ
げ

る
危
険
因
子
が
一
つ
で
も
あ
れ
ば
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）

（
以
下
「
メ
タ
ボ
」）
で
す
。
①
高
脂
血
症 

（
脂
質
異
常
）
②
高
血
圧
③
高
血
糖
。
メ
タ

ボ
の
状
態
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
命
に

か
か
わ
る
虚
血
性
心
疾
患（
主
に
心
筋
梗
塞
）

や
脳
血
管
疾
患
（
主
に
脳
梗
塞
）
を
引
き
起

こ
す
危
険
が
高
く
な
り
ま
す
。
逆
に
内
臓
脂

肪
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
で
、
そ
れ
ら
の
発
症

を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
の

運
動
療
法
が
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
す
。
こ
れ
に

食
事
療
法
な
ど
と
組
み
合
わ
せ
て
メ
タ
ボ
を

改
善
・
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ウ
オ
ー

キ
ン
グ
の
ほ
か
に
も
水
泳
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
運
動
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
運
動
は
血
圧
の
低
下
や

中
性
脂
肪
の
減
少
、
体
脂
肪
の
減
少
が
見
込

め
る
有
酸
素
運
動
で
す
。

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
始
め
た
人
の
中
に
は
、

病
院
で
特
定
健
診
を
受
け
、
市
保
健
セ
ン

タ
ー
で
特
定
保
健
指
導
な
ど
を
受
け
た
人
も

い
ま
す
。
健
診
、
指
導
を
き
っ
か
け
に
食
事

療
法
と
運
動
療
法
を
始
め
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
や

健
康
維
持
に
成
功
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

誰でも簡単にできる
ウオーキング
WALKING

生活習慣が変われば体も変わる

反射材の重要性を体感する参加者
0m 30m 50m 120m

現 在、空前の健康ブームと言われていますが、
実際の日本の健康状態は、1,620万人の糖尿

病患者や心臓病、脳血管疾患患者を抱える『生活習
慣病大国』です。これは、社会の変化に伴い生活習
慣が大きく変わってきたことと関係があります。長い
間の不健康な生活習慣の積み重ねにより徐々に進
行するのが特徴で、初期にはほとんど自覚症状はあ
りません。発症すると取り返しのつかないことがし
ばしばですが、健康的な生活習慣を身につけること
で予防することができます。

一人一人が『運動』『食生活』『心の休養』『飲酒』『喫
煙』という生活習慣を改善し、社会全体へも広げる
必要があります。その中で、運動としてのウオーキン
グはいつでも、どこでも、だれでも気軽にすること
ができ、さらに効率よく内臓脂肪を減らすための効
果が大きいのでお勧めです。また、ウオーキングを
続けていくことで皮膚の新陳代謝が高まり、美肌に
なったり適度に減量することで美しい身

か ら だ

体になった
りします。ぜひ、10 分間でもウオーキングを生活の
中に取り入れてみましょう。

ウオーキングで「生活習慣病」を改善＆予防しませんか

すこやか保健センター
保健師

早渕秀子さん

明
る
い
服
と
反
射
材
を

身
に
着
け
ま
し
ょ
う

平
成
21
年
の
県
内
の
昼
夜
別
交

通
事
故
発
生
件
数
を
見
る
と
、
人

身
事
故
件
数
は
昼
間
が
８
２
９
６

件
で
、
夜
間
が
２
６
８
９
件
と
夜

間
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
歩
行
中
の
死
亡
事
故
者
数

は
24
人
の
内
、
昼
間
が
７
人
に
対

し
て
夜
間
が
17
人
と
夜
間
に
お
け

る
死
亡
者
数
が
多
く
な
り
ま
す
。

夜
間
は
、
昼
間
に
比
べ
歩
行
中
の

死
亡
事
故
に
な
る
確
率
が
２
・
４

倍
も
高
く
な
る
の
で
す
。

夜
は
歩
行
者
が
見
え
に
く
く
、

車
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
下
向
き
状

態
で
走
行
す
る
と
運
転
者
が
前
方

の
歩
行
者
を
発
見
し
づ
ら
く
な
り

ま
す
。
距
離
は
、
歩
行
者
の
着
て

い
る
衣
服
の
色
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
が
、
25
㍍
か
ら
40
㍍
。
車
が
歩

行
者
を
発
見
し
て
止
ま
れ
る
ま
で

の
距
離
は
、
時
速
60
㌔
㍍
で
走
行

し
て
い
る
と
約
44
㍍
も
か
か
り
ま

す
。
で
す
か
ら
、
運
転
者
が
歩
行

者
に
気
づ
い
て
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ん

で
も
間
に
合
わ
な
い
の
で
す
。

夜
間
、
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い

た
め
に
も
、
歩
行
者
は
運
転
者
か

ら
よ
く
見
え
る
よ
う
に
、
明
る
い

色
の
服
装
を
し
、
反
射
材
を
着
け

て
外
出
し
ま
し
ょ
う
。

黒っぽい
服装

明るい
服装 反射材

夜間に歩行者を把握できる距離

平
成
18
年
度
霧
島
市
健
康
診
査
受
診
者
の

う
ち
３
人
に
一
人
が
メ
タ
ボ
の
該
当
者
と
思

わ
れ
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
あ
な
た
は
、

メ
タ
ボ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

食
事
療
法
と
運
動
療
法
で
メ
タ
ボ
か
ら
脱
出

霧島歩こう会は平成16 年に霧島山に魅
了された山の仲間たちで結成しました。

街の中を歩くのもいいですが、山の中を歩く
のは100 倍楽しいし、体も喜ぶような気がし
ます。人それぞれ体力や経験に差があるので、
まずは「歩く習慣をつける」ことから始めましょ
う。次にウオーキング、自然遊歩道、トレッキ
ング、低山（里山）歩きへと体を慣らしいって
はどうでしょうか。
「いつか歩きたい、登りたい」では、いつま
でも歩けない、登れないのが世の常というもの。
さあ、思い切って、明日から外へ飛び出してみ
ませんか。

歩く習慣をつける
ことから
始めましょう
霧島歩こう会会長
隼人町松永地区

齊
さ い

野
の

耕一郎さん
（73歳）

I N T E R V I E W

昔は鹿児島県県下一周
駅伝に選手や監督として出
場し、よく走っていましたが、
今はウオーキングが中心で
１時間くらい歩いています。

歩くときに大切なのが、
姿勢とシューズです。運動
にはさまざまな競技があり、
それにあった競技用シュー
ズがあります。ウオーキン
グにもそれにあった専門の
シューズがあります。特にア
スファルトなどの固い道を歩
くことが多いので、足への
負担を軽減するために靴底
のクッションは厚いもので
足にフィットしたものを選ぶ
ようにしましょう。

紙
屋
ス
ポ
ー
ツ

紙
屋
勝
徳
さ
ん

（
66
歳
）

■シューズ選びのポイント

①�くつ底のかかと部がななめにカッ
トされている（ウオーキングカッ
ト）
②�アーチ（土ふまず）部がねじれに
くいこと
③踏み付け部で曲がること
④つま先から反りあがっていること

本
当
に
あ
な
た
自
身
の
足
に
合
っ
た
靴
を
選
ん
で
い
ま
す
か
？

国分上之段地区

朴
ふ の き

木義秋さん（65歳）
　　京子さん（60歳）

去年の９月から夫婦で歩き始めました。
きっかけは、市の特定健診を受診した

ら二人ともおなか周りが３㌢オーバー。その後、
保健センターで食事や運動の指導を受けまし
た。
体重が３㌔㌘減って今がベストな状態。こ

の状態を維持することを目標にしています。歩
くこともですが、食事にも注意するようになり
ました。ケーキをやめて和菓子に、朝食、昼
食をたくさん食べる。夜は少なめに、揚げ物を
減らしています。歩くのは50分くらいでたまに
はやめようかと思っていても相手の「行くよ」と
いう声に励まされています。

きっかけは、二人のおなか周り

約２㌔㍍を30 分、約 3,500 歩を朝と夕
方の 2回歩いています。若いころから

甘いものが好きで食べ過ぎて胃を壊したこと
もありました。10 年前に糖尿病と診断された
のがきっかけで、3週間入院。そのときに「食
事の後、近くを歩くように」と指導されました。
今でも甘いものを食べますが、毎月病院の検
査を受けながら元気に歩いています。
朝歩いていると小･中学生から「おはようご

ざいます」と声をかけられ、私からも「頑張ん
なさいよー」と声をかけます。雨の日も風の日
も雪の日も歩くと気分爽快、体を動かすことが
健康の薬だと思って歩いています。

体を動かすことが
健康の薬だと
思っています

横川町中ノ地区

澁
し ぶ

谷
や

　太さん
（85歳）

体重74㌔㌘、胴回りは１㍍を越えていた私
は、体重計に乗るのが怖くて体重を計っ

たことはなかったのですが、おととしの特定健
診を受けた際にメタボと診断され、先生にや
せたほうがいいと言われました。それからは雨
の日以外は、歩くことにしました。そのほかに
もストレッチをしたり、できるだけ油を使わず、
野菜中心の食事に変更したりしています。毎日
の体重チェックも欠かさず記入しています。
途中なかなか体重が落ちないときもありまし

たが、今は１８㌔㌘のダイエットに成功しました。
周りの人は病気じゃないかと話す方もいますが、
努力のたまものです。

毎日の
体重チェックを
欠かしません

福山町福山地区

川添利子さん
（67歳）

▶生活習慣病はこんなふうに進みます

健康な生活習慣 不健康な生活習慣 メタボリック
シンドローム

生
活
機
能
の
低
下

要
介
護
状
態

・喫煙・運動不足
・過度の摂取・飲酒

・適度な運動
・�バランスの
とれた食事

レベル１
●不適切な食生活
　（エネルギー・食塩・
　脂肪の過剰摂取など）
●身体活動・運動不足
●喫煙
●過度の飲酒
●過度のストレス

レベル２
●肥満
●高血糖
●高血圧
●脂質異常

レベル３
●肥満症
　（とくに内臓脂肪型肥満）
●糖尿病
●高血圧症
●脂質異常症

レベル４
●虚血性心疾患
　（心筋梗

こう

塞
そく

・狭心症など）
●脳卒中
　（脳出血・脳梗塞など）
●糖尿病の合併症（失明など）

レベル５
●半身のまひ
●日常生活における支障
●認知症

①

②③

④
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り
ま
す
が
、
既
存
の
事
業
に
「
健
康
」
を
プ

ラ
ス
し
た
事
業
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

推
進
メ
ン
バ
ー
の
小
濱
公ま

さ

志ゆ
き

地
区
自
治
公
民

館
長
は
「
地
域
全
体
が
健
康
に
目
覚
め
、
地

域
の
人
の
連
帯
感
が
増
す
な
ど
二
次
的
な
効

果
が
あ
り
ま
し
た
。
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
高

齢
者
ま
で
幅
広
い
層
が
、
一
緒
に
な
っ
て
で

き
ま
し
た
。
当
地
区
で
も
過
疎
化
は
避
け
て

通
れ
ま
せ
ん
。
で
も
そ
ん
な
中
で
も
健
康
で

い
ろ
い
ろ
な
事
業
を
通
じ
て
昔
の
き
ず
な
を

取
り
戻
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
住
民
の
健

康
増
進
と
地
域
活
性
化
を
視
野
に
入
れ
た
取

り
組
み
の
実
態
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
度
は
皆
さ
ん
の
地
域
で
こ
の
モ
デ
ル

事
業
を
始
め
て
、
健
康
で
明
る
い
地
域
づ
く

り
に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

◎�

健
康
生
き
が
い
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業
に
対

す
る
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
市
す
こ
や
か

保
健
セ
ン
タ
ー
☎（
43
）０
４
８
６

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
は
、
継
続
す
る
こ
と
で

今
の
健
康
を
維
持
し
た
り
、
病
気
の
改
善
に

な
っ
た
り
と
い
ろ
い
ろ
な
効
果
が
あ
る
よ
う

で
す
。も
ち
ろ
ん
、健
康
を
保
つ
の
は
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ほ
か
に
も

同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る
ス
ポ
ー
ツ
が
あ
り
ま

す
。ま

た
、
運
動
以
外
に
も
食
生
活
の
改
善
や

保
健
指
導
な
ど
健
康
を
保
つ
た
め
に
は
必
要

な
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
で

健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り

霧
島
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
「
健
康
き

り
し
ま
21
」（
霧
島
市
健
康
増
進
計
画
）
を

策
定
し
ま
し
た
。
個
人
、
家
族
、
地
域
、
関

係
機
関
・
団
体
な
ど
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

組
む
健
康
・
生
き
が
い
づ
く
り
の
計
画
で

す
。
そ
し
て
こ
の
計
画
を
も
と
に
今
年
度
か

ら
「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
推
進
モ
デ
ル
事

業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
21
年
度
は
旧
市
町

ご
と
の
７
地
区
（
国
分
＝
東
襲そ

の

山
、
霧
島
＝

永
水
、
牧
園
＝
中
津
川
、
横
川
＝
尾
田
、
溝

辺
＝
三み

縄な
わ

、
隼
人
＝
松
永
、
福
山
＝
小こ

廻め
ぐ
り）

が
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
対
象
は
、
地
区
自
治

公
民
館
単
位
で
、
来
年
度
は
25
地
区
自
治
公

民
館
を
対
象
予
定
と
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て

５
年
後
の
平
成
25
年
度
に
は
市
内
全
89
地
区

自
治
公
民
館
で
実
施
。
具
体
的
に
は
地
域
の

特
性
や
要
求
に
あ
っ
た
事
業
を
健
康
教
室
の

形
式
で
教
室
生
を
募
集
し
ま
す
。
５
年
間
の

継
続
事
業
で
１
年
目
の
運
営
補
助
金
は
各
地

区
30
万
円
以
内
、
２
年
目
か
ら
５
年
目
ま
で

が
１
年
に
18
万
円
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
。

終
わ
っ
た
後
の
茶
話
会
が
楽
し
い

（
隼
人
町
松
永
地
区
の
場
合
）

松
永
地
区
自
治
公
民
館
の
主
な
活
動
は

１
．�

心
の
健
康
に
つ
い
て
大
学
教
授
の
講
話

と
健
康
タ
オ
ル
体
操

大
学
の
先
生
を
招
い
て
心
の
健
康
に
つ
い

て
学
び
ま
し
た
。
ま
た
運
動
普
及
推
進
員
か

ら
タ
オ
ル
体
操
を
教
え
て
も
ら
い
、
以
後
の

教
室
で
は
必
ず
実
施
。

２
．�

地
域
の
史
跡
を
め
ぐ
り
な
が
ら
の
健
康

ウ
オ
ー
キ
ン
グ

地
域
の
史
跡
を
め
ぐ
り
楽
し
み
な
が
ら
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
し
ま
し
た
。

３
．
料
理
教
室
で
正
月
料
理
７
種
に
挑
戦

食
生
活
改
善
推
進
員
か
ら
郷
土
の
正
月
料

理
の
指
導
、
試
食
会
も
楽
し
み
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
す
べ
て
新
規
事
業
と
し
て
実

施
。
隼
人
町
松
永
地
区
自
治
公
民
館
の
推
進

メ
ン
バ
ー
下
津
曲
治
雄
さ
ん
は
「
呼
び
か
け

の
チ
ラ
シ
を
工
夫
し
、
み
ん
な
が
興
味
を
持

つ
よ
う
な
教
室
に
し
よ
う
と
行
政
の
方
と
相

談
し
な
が
ら
企
画
し
ま
し
た
。
今
で
は
教
室

の
後
に
参
加
者
が
持
っ
て
き
た
自
宅
で
栽
培

し
た
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
話
す
、
茶
話
会
が

楽
し
み
の
一
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し

ま
す
。

主に体操やゲームなどの指導をして地域の
皆さんといっしょに楽しみながら運動の普及を
しています。寝たきりになってしまわないように、
年齢に応じた筋力トレーニングが必要です。
またみんなが集まって体操した後にお茶を
飲んだり、カラオケをしたりして笑うことが健
康にいいと思います。これからも元気に長生
きを目標に皆さんのお手伝いをしていきたい
ですね。

霧島市健康運動普及推進員会会長

川畑 壽
ひさ

雄
お

さん（68歳）

老
若
男
女
一
緒
に
な
っ
て
健
康
づ
く
り

（
霧
島
永
水
地
区
の
場
合
）

霧
島
永
水
地
区
の
主
な
活
動
は

１
．�

医
師
に
よ
る
講
話

地
元
の
医
師
に
よ
る
「
認
知
症
予
防
と
熱

中
症
」
に
つ
い
て
の
講
話

２
．�

食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
講
話

例
年
行
わ
れ
る
奉
納
相
撲
大
会
。
相
撲
に

参
加
す
る
児
童
ら
の
お
母
さ
ん
方
が
郷
土
料

理
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
食
生
活
の
改
善
に

つ
い
て
の
講
話
を
聴
き
ま
し
た
。

３
．�

稲
刈
り
と
掛
け
干
し
体
験
と
新
米
で
お

に
ぎ
り
作
り

食
生
活
改
善
推
進
員
か
ら
食
生
活
に
関
す

る
ミ
ニ
講
義
を
聴
い
た
後
、
児
童
ら
に
お
に

ぎ
り
作
り
の
指
導
を
し
、
収
穫
し
た
お
米
で

お
に
ぎ
り
を
作
り
ま
し
た
。

同
地
区
で
は
こ
の
ほ
か
新
規
の
事
業
も
あ

健康生きがいづくり推進モデル事業
あなたや家族の健康・生きがいづくりのために

元気に長生きを目標に
皆さんのお手伝いを
していきたい

ウオーキング
＋α

しませんか

誰でも簡単にできる
ウオーキング
WALKING

生活習慣が変われば体も変わる

広報きりしま  ��  Kirishima City Public Relations, 2010.2, Japan
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市
の
成
人
式
が
１
月
３
日
と
５

日
に
市
内
７
か
所
の
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
、
成
人
を
迎

え
た
の
は
平
成
元
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
霧
島
市
で
は
１
９

１
７
人
（
男
１
０
１
７
人
、
女
９

０
０
人
）
の
方
が
成
人
を
迎
え
ま

日
ご
ろ
の
訓
練
成
果
を
披
露

し
た
。
今
回
の
新
成
人
は
初
め
て

全
員
が
平
成
生
ま
れ
。
昭
和
か
ら

平
成
へ
と
新
た
な
時
代
を
感
じ
さ

せ
る
成
人
式
と
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
の
思
い
出
を
胸
に

福
山
地
区
で
は
成
人
を
祝
い
地

元
の
特
産
品
で
も
あ
る
黒
酢
で
乾

杯
。
市
外
か
ら
久
し
ぶ
り
に
帰
っ

て
き
た
方
は
、
地
元
の
味
を
懐
か

し
そ
う
に
味
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
成
人
式
の
受
付
を
福
山
と
牧

之
原
中
学
校
の
生
徒
が
、
司
会
を

福
山
高
校
の
生
徒
が
担
当
。
数
年

前
か
ら
同
校
の
生
徒
が
ボ
ラ
ン

安
心
安
全
な
ま
ち
を
目
指
し
て
消
防
局
・
消
防
団
・
自
衛
隊
が
団
結

次世代の主役、「平成生まれ」。
地元の魅力に包まれて笑顔で成人式

霧島市成人式

霧
島
市
消
防
出
初
式

式
は
市
中
パ
レ
ー
ド
に
始
ま
り
、

牧
園
方
面
隊
に
よ
る
規
律
訓
練
や

隼
人
方
面
隊
日
当
山
部
な
ど
に
よ

る
ポ
ン
プ
操
法
の
ほ
か
、
市
消
防

局
と
陸
上
自
衛
隊
国
分
駐
屯
地
が

合
同
で
山
岳
遭
難
者
救
出
訓
練
を

披
露
。
本
番
さ
な
が
ら
の
息
の

あ
っ
た
迅
速
な
行
動
に
、
会
場
か

ら
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

市
民
会
館
で
行
わ
れ
た
式
典
で

は
、
長
年
消
防
活
動
に
従
事
さ
れ

た
団
員
ら
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
福
山
女
性
消
防
隊

員
が
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を

紹
介
し
た
劇
を
披
露
。
日
常
生
活

の
中
で
起
こ
り
う
る
状
況
を
鹿
児

島
弁
を
使
い
コ
ミ
カ
ル
に
表
現
し
、

笑
い
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

新
春
恒
例
の
霧
島
市
消
防
出
初

式
が
１
月
６
日
、
市
役
所
前
お
祭

り
広
場
や
市
民
会
館
な
ど
で
開
催

さ
れ
、
市
消
防
局
職
員
や
消
防
団

員
な
ど
約
８
０
０
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

将
来
、
福
山
で
肉
用
牛
の
繁
殖
経
営
を
す

る
た
め
に
、
農
業
大
学
校
で
学
ん
で
い
ま

す
。
た
く
さ
ん
の
肉
用
牛
を
育
て
て
「
牛

の
ま
ち
福
山
」
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
域

が
活
性
化
す
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
で
す
。

福山地区実行委員
柴山 翔平さん

大
隅
横
川
駅
に
は
い
ろ
ん
な
思
い
出
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
駅
で
成
人
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
い
で
す
。
今
後

も
地
元
を
忘
れ
ず
に
、
将
来
は
地
元
に
貢

献
で
き
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

横川地区実行委員
西 拓郎さん

20
歳
に
な
り
今
ま
で
と
は
何
か
が
違
う

す
っ
き
り
と
し
た
感
じ
で
す
。
親
や
祖
父

母
を
見
習
い
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

み
ん
な
が
笑
っ
て
暮
ら
せ
る
時
代
に
な
る

よ
う
霧
島
市
で
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

納
得
で
き
る
、
胸
の
張
れ
る
人
生
で
あ
り

た
い
。
こ
れ
ま
で
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
が
、

い
つ
も
楽
し
く
明
る
い
家
族
で
し
た
。
父

さ
ん
、
母
さ
ん
に
負
け
な
い
よ
う
な
す
て

き
な
家
庭
を
つ
く
る
こ
と
が
目
標
で
す
。

溝辺地区実行委員
森田 翔

しょう
大
た
さん

隼人地区実行委員
林 佑

ゆう
磨
ま
さん

患
者
さ
ん
に
元
気
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
な

明
る
い
看
護
師
を
目
指
し
て
、
現
在
看
護

専
門
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
災
害
や
貧

困
で
困
っ
て
い
る
人
々
の
た
め
に
海
外
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
こ
と
が
夢
で
す
。

国分地区実行委員
岩城 美

み
加
か
さん

大
人
の
一
歩
を
踏
み
出
せ
た
の
も
周
り
の

人
た
ち
の
お
か
げ
。
こ
れ
か
ら
社
会
人
と

な
り
今
ま
で
と
違
う
環
境
に
な
り
ま
す
。

責
任
を
持
ち
つ
つ
、
い
つ
も
笑
顔
で
明
る

く
前
向
き
な
大
人
（
女
性
）
に
な
り
た
い
。

牧園地区実行委員
神
かみ

之
の

 恵理さん

将
来
、
航
空
整
備
士
に
な
る
た
め
大
学
で

勉
強
し
て
い
ま
す
。
そ
の
夢
に
向
か
っ
て

国
家
資
格
を
と
る
こ
と
が
今
の
目
標
。
関

わ
っ
た
人
と
の
関
係
を
崩
す
こ
と
な
く
、

人
を
大
切
に
で
き
る
大
人
に
な
り
た
い
。

霧島地区実行委員
宇都口 卓耶さんあなたもなろう

龍
りょう

馬
ま

とお龍
りょう

さんに

肥薩線でつながる
地域の魅力

鹿児島弁の魅力に
会場は大爆笑
第３回かごっま弁論大会が１月

16日、市民会館であり、７人の
参加者が思い思いのエピソードを
鹿児島弁で紹介しました。この大
会は、鹿児島弁の良さを後世に伝

えていくために市が毎年開いています。今回、最優秀賞に選ばれたのは
溝辺町の今村日出子さん（77）。「泣

ね

たい、笑
わろ

たい、いっのこめか喜寿
ん祝

ゆえ

」と題し、子どものころの戦争の話や夫婦の喜寿を親子で祝ったこ
となどを紹介。この日のためにタンスの中から引っ張り出してきた和装
姿で登場し、方言ならではの独特の表現で笑いを誘っていました。

肥薩線全線開通100周年記念シ
ンポジウム「肥薩線百年の旅」が１
月23日、隼人農村環境改善セン
ターで開かれ、約500人が参加し
ました。シンポジウムは市が肥薩

線の魅力を地域振興や観光につなげるために宝くじ助成金「㈶自治総合セ
ンターのコミュニティ助成事業」を活用して開催。講演やパネルディスカッ
ション、お笑いコンビ中川家のトークショーなどがありました。パネル
ディスカッションでは各駅だけで活動するのではなく、肥薩線全体で活性
化に取り組むことの必要性やおもてなしの心の大切さなどが話されました。

高千穂峰が眺望できる神話の里
公園の山頂に坂本龍馬と妻お龍の
写真撮影用パネルが完成しました。
１月26日のお披露目にあたり関係
者が集う中、清め払いが行われま

した。新婚旅行で霧島を訪れた２人が登った高千穂峰。その山頂に立つ「天
の逆

さか

鉾
ほこ

」のレプリカと並んで高千穂峰を背景に撮影できる写真スポットで
す。同公園のスタッフが龍馬ゆかりの地として観光振興に貢献できればと
手作りで設置しました。この日、埼玉県から訪れていた山本和裕さんは「霧
島に来た記念になる写真が撮れるのでいいですね」と話していました。

環霧島会議
シカ対策へ広域連携
環霧島会議環境専門部会では、

霧島連山周辺でシカが急増し、森
林の食害、農作物への被害が深刻
化していることから、観光客など
にエサを与えないように呼びかけ

る看板やポスター、リーフレットを作成。12月22日には高千穂河原など
20か所に看板を設置し、周辺のホテルや別荘などにリーフレットを配布し
ました。霧島連山周辺域の適正頭数は３千頭から４千頭、それに対して約
４万頭ほどのシカが生息していると推定され、環境専門部会では引き続き
自然環境の保護と適正な生態系維持のため構成市町と協議を続けています。

テ
ィ
ア
で
参
加
し
て
お
り
、
福

山
地
区
成
人
式
の
特
徴
の
一
つ
と

な
っ
て
い
ま
す
。
司
会
を
務
め
た

福
山
高
校
３
年
の
森
屋
春
香
さ
ん

と
横
瀬
か
お
り
さ
ん
は
「
地
元
の

た
め
に
な
れ
ば
と
思
い
参
加
し
ま

し
た
。
緊
張
し
た
け
ど
新
成
人
の

皆
さ
ん
の
役
に
立
て
て
よ
か
っ
た

で
す
」
と
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て

い
ま
し
た
。

横
川
地
区
の
成
人
式
は
大
隅
横

川
駅
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
域

の
シ
ン
ボ
ル
で
も
あ
り
、
新
成
人

に
と
っ
て
も
思
い
出
の
場
所
で
成

人
を
祝
い
た
い
と
３
年
前
か
ら
大

隅
横
川
駅
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

会
場
で
は
思
い
出
の
駅
を
バ
ッ
ク

に
自
分
た
ち
の
晴
れ
姿
を
写
真
に

撮
る
新
成
人
の
姿
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
霧
島
地
区
の
成
人
式
で

は
、
伝
統
の
キ
ャ
ン
ド
ル
点
灯
が

あ
り
、
薄
暗
い
会
場
に
優
し
く
輝

く
キ
ャ
ン
ド
ル
の
明
か
り
が
大
人

の
仲
間
入
り
を
祝
っ
て
い
ま
し
た
。

各
会
場
の
対
象
者（
出
席
者
）は
、

国
分
地
区
８
９
１
人
（
５
４
４

人
）、溝
辺
地
区
１
２
６
人（
90
人
）、

横
川
地
区
61
人
（
56
人
）、
牧
園

地
区
１
０
２
人
（
74
人
）、
霧
島

地
区
78
人
（
67
人
）、
隼
人
地
区

５
５
５
人
（
３
１
６
人
）、
福
山

地
区
１
０
４
人
（
92
人
）

新たな決意を胸に
大人への仲間入り

各方面隊がポンプ操作を披露

AEDの使用を劇で紹介する福山女性消防団員

黒酢で乾杯する福山町の新成人
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隼
人
町
に
あ
る
小
野
小
学
校
は

明
治
17
年
に
創
立
さ
れ
、
現
在
１

９
８
人
（
男
子
91
人
、
女
子
１
０

７
人
）
の
児
童
が
学
ん
で
い
ま
す
。

同
校
は
地
域
の
高
齢
者
な
ど
と

の
交
流
が
盛
ん
で
す
。
中
で
も
小

野
地
区
の
地
域
活
動
団
体
が
主
催

す
る
校
区
を
歩
く
ウ
オ
ー
ク
ラ
リ 

ー
は
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域
を

知
る
い
い
機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鹿
児
島
弁
で
劇
を

郷
土
教
育
の
一
環
と
し
て
、
６

年
生
が
鹿
児
島
弁
を
使
っ
た
「
桃

太
郎
」
の
劇
を
学
習
発
表
会
で
披

露
し
ま
し
た
。

児
童
か
ら
の
発
案
で
実
施
す
る

こ
と
に
な
っ
た
こ
の
劇
。
そ
う
決

め
た
も
の
の
核
家
族
化
が
進
む
中

鹿
児
島
弁
を
話
す
こ
と
が
で
き
る

児
童
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
使
い
な
れ
な
い
言
葉
遣
い
や

イ
ン
ト
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
悪
戦
苦
闘
。

自
分
の
セ
リ
フ
を
鹿
児
島
弁
に
す

る
と
ど
う
な
る
の
か
を
親
や
祖
父

母
に
聞
い
た
り
、
衣
装
や
小
道
具

も
自
分
た
ち
で
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
作
っ
た
り
し
ま
し
た
。
そ
の
甲

斐
あ
っ
て
、
当
日
会
場
は
笑
い
に

包
ま
れ
大
成
功
で
し
た
。

６
年
生
の
三
浦
綾
夏
さ
ん
は

「
鹿
児
島
に
生
ま
れ
た
の
に
、
鹿

児
島
弁
を
使
っ
た
こ
と
が
な
か
っ

た
。
こ
の
劇
を
通
し
て
鹿
児
島
弁

の
良
さ
が
わ
か
っ
た
気
が
し
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。　

そ
れ
以
来
、
児
童
た
ち
は
鹿
児
島

弁
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
使

う
機
会
も
増
え
た
と
い
い
ま
す
。

私
た
ち
の
郷
土
で
受
け
継
が
れ

て
き
た
「
鹿
児
島
弁
」。
こ
れ
か

ら
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

も
引
き
継
い
で
い
き
た
い
も
の
で

す
。

鹿児島弁を使おう
鹿児島弁で「桃太郎」の劇を披露

鹿児島弁を使った劇を披露した６年生

お互いの良さを認め合い、何でも言える学級、そして
６年生の１年間を振り返ったときに「これは頑張った」
と言えるものを一つでも持ってほしいと思い、いろいろ
な機会をとらえクラスづくりに取り組んできました。今
回の劇も子どもたちが中心になって考え工夫し、たくさ
んの方に助けていただきながら、みんなでつくり上げま
した。この劇を終えて「自信がついた」と、そのほかのこ
とにも意欲的に挑戦し、日々成長する子どもたちにたく
ましさを感じ、うれしく思うと同時に誇りに思います。

◎
小
野
小
学
校
６
年
生
担
任

今
井 

伊
津
代
教
諭

小野小学校
郷土教育

【
閉
ざ
さ
れ
て
】篠
田
真
由
美
、【
北

帰
行
】
佐
々
木
譲
、【
小
説　

新
井

白
石
】
童
門
冬
二
、【
虚
ろ
舟　

泣

き
の
銀
次
参
之
章
】
宇
江
佐
真
理
、

【
ご
っ
つ
い
奴　

浪
花
の
夢
繁
盛

記
】
江
上　

剛
、【
太
陽
の
村
】朱

川
湊
人
、【
キ
ケ
ン
】
有
川　

浩
、

【
張
り
込
み
姫　

君
た
ち
に
明
日

は
な
い
３
】
垣
根
涼
介
、【
も
い
ち

ど
あ
な
た
に
あ
い
た
い
な
】
新
井

素
子
、【
数
え
ず
の
井
戸
】
京
極
夏

彦
、【
夕
暴
雨　

東
京
湾
臨
海
署
安

積
班
】
今
野　

敏
、【
カ
ッ
コ
ウ
の

卵
は
誰
の
も
の
】
東
野
圭
吾
、【
月

光
の
刺
客
】
森
村
誠
一
、【
私
の
家

で
は
何
も
起
こ
ら
な
い
】
恩
田　

陸
、【
Ｎ
の
た
め
に
】
湊
か
な
え
、

【
フ
ワ
フ
ワ
し
っ
と
り　

薄
焼
き

ス
ポ
ン
ジ
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
ブ
ッ

ク
】
加
藤
千
恵
、【
や
さ
し
い
気
持

ち
で
つ
く
り
た
い
ち
ょ
っ
と
和
風

の
焼
き
菓
子
レ
シ
ピ
】
稲
田
多
佳

子
、【
う
ま
い
っ
！
お
好
み
焼
き
＆

焼
き
そ
ば
】
林　

幸
子
、【
お
か
ゆ

倶
楽
部
】
あ
ま
つ
か
じ
ゅ
ん
こ
、

【
海
を
見
に
行
く
文
学
誌　

こ
の

名
作
を
か
ば
ん
に
旅
に
出
る
】
森

ま
ゆ
み
、【
百
万
回
の
「
エ
ヘ

ン
！
」】
大
原
興
三
郎
、【
ぼ
く
た

ち
は
な
く
】
内
田
麟
太
郎
、【
ま
ね

っ
こ
く
ま
く
ん
】
ス
ー
ザ
ン
・
ウ

ィ
ン
タ
ー
、【
マ
ッ
ク
マ
ウ
ス
さ

ん
】
レ
オ
＝
レ
オ
ニ
、【
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
え
ほ
う
ま
き
】
野
村
た
か

あ
き
、【
つ
づ
き
の
図
書
館
】柏
葉

幸
子
、【
ラ
イ
オ
ン
に
で
あ
っ
た
少

女
】
バ
ー
リ
ー
・
ド
ハ
ー
テ
ィ

（
霧
島
市
立
図
書
館
）

火の闇
北　重人 著
武士を捨て、飴（あめ）売りと
なった三佐。市井のもめ事・難
事件を鮮やかに処理し、殺人事
件の下手人捜しもよろず決着！
著者の絶筆となった表題作ほ
か、全５編を収録。

おぼろ月
谷村志穂 著
霞（かすみ）がかった夜空の下
で、ひとりだなんて寂しいでしょ
う。だから甘えたいだけなのに
…。表題作を含む全７編収録。

はじめまして
五味太郎 絵
ちょっと心細いですけれど、ま、
ひとりもいいものです。だけどつ
まらないですね。ものたりないで
すね…。いっしょはいいですね。
いっしょがいいですね－。人と
不思議な生き物の関係を美しく
カラフルに、深くシンプルに描く。

ふゆのゆうがた
マンダナ・サダト 絵
ある冬の日の夕方。お留守番し
ている女の子は、くもった窓に
お月さまの絵を描いていました。
するとそのお月様の絵の中に、
お母さんの姿が小さく見えて…。

い
つ
も
身
近
に
一
冊
の
本
を
。

今
月
の
新
刊
。

新電算システムの統合・運用テスト
のために次の期間、臨時休館します。
ご迷惑をおかけしますが、あらかじめ
ご了承ください。
・期間＝2月22日（月）～28日（日）

新しい電算システムにより次のよう
なサービスを開始します。
●�霧島市立図書館のホームページを
開設します。
ホームページでは、図書館からのお
知らせや新着図書の案内、移動図
書館日程などが確認できるようにな
ります。また、本を検索して貸出中の
本への予約も可能になります。（携帯
電話からもできます）

●�予約確定の連絡をEメールでお知ら
せします。
今までは、電話での連絡でしたが、
Ｅメールでも貸出可能の連絡ができ
るようになります。

※�本の予約を行うには、事前にパスワー
ド、Ｅメールの登録が必要です。
●�利用者カードが一つになります。

現在は国分図書館・隼人図書館そ
れぞれの利用者カードを発行してい
ますが、国分図書館発行のカードで
隼人図書館も利用できます。（隼人
図書館で発行していたカードは使え
なくなります。隼人図書館のカードの
みお持ちの方は、新しいカードを発
行します）

●�新しいシステムの運用開始は３月１日
（月）からの予定です。
・国分図書館　☎（64）0918
◦隼人図書館　☎（43）7574

国分図書館・隼人図書館
臨時休館のお知らせ
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slow
 food &

 national park

昔
か
ら
風
邪
に
よ
く
効
く
と
い
わ
れ
て
い

る
「
キ
ン
カ
ン
」。
こ
れ
ま
で
露
地
栽
培
の

も
の
は
皮
が
硬
く
甘
露
煮
な
ど
に
加
工
し
て

食
べ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
。
近
年
は

ハ
ウ
ス
栽
培
さ
れ
、
皮
が
薄
く
苦
味
が
少
な

い
上
に
、
完
熟
の
状
態
で
出
荷
す
る
た
め
糖

度
が
高
く
生
で
食
べ
ら
れ
る
「
完
熟
キ
ン
カ

ン
」
が
出
回
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
完
熟
キ
ン
カ
ン
を
生
産
し
て
い
る
の

が
溝
辺
町
竹
子
の
下
久
保
久
己
さ
ん
（
61
）。

妻
の
康
枝
さ
ん
と
息
子
の
恭
一
さ
ん
夫
婦
と

一
緒
に
ブ
ド
ウ
や
ナ
シ
の
果
樹
園
を
営
み
、

冬
場
は
キ
ン
カ
ン
を
12
月
上
旬
か
ら
３
月
中

旬
に
か
け
て
市
内
の
物
産
館
な
ど
に
出
荷
し

て
い
ま
す
。

キ
ン
カ
ン
は
暖
か
い
時
期
に
実
が
大
き
く

成
長
し
、
甘
み
の
元
と
な
る
成
分
が
つ
く
ら

れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
そ
の
時
期
を
長
く
す

る
た
め
春
先
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
内
を
暖

か
く
し
て
、
花
を
早
く
咲
か
せ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
言
い
ま
す
。
下
久
保
さ
ん
は
「
安
心

安
全
な
も
の
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
ま
す
。
完
熟
キ
ン
カ
ン
は
ま
だ
知
ら
れ
て

い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
多
く
の
方
に
食
べ
て

ほ
し
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

風
邪
予
防
に
キ
ン
カ
ン
は
い
か
が
で
す
か
。

レ シ ピ
〈材料〉
キンカン10個、ダイコン500ｇ、塩こん
ぶ少々、酒・塩少々

〈作り方〉
①�ダイコンをいちょう切りにし塩をまぶし
約10分おいて水分をしぼる。
②�キンカンをお湯に１分ほどつけた後、冷
水に入れる。スライスして酒をふっておく。
③�①と②を合わせたものに、塩こんぶを
加えて塩加減を調整し、しばらく冷蔵
庫で冷やす。

※�お好みによってハチミツを加えてもよい。
※�キンカンはスライスしてサラダに入れて
もよい。

ビタミンＣやカルシウムを多く含み（特に皮部分
に多い）、風邪予防やせき、のどの痛みに効果
あり。ビタミンＣの吸収を助け、毛細血管を強
化するビタミンＰ（ヘスペリジン）も含まれ、高
血圧や動脈硬化にも効果的。

キンカン

下久保久己さん家族
◎溝辺町竹子在住

2010年大河ドラマ
「龍馬伝」放送中

◎環霧島会議構成市町のイベントなどをご紹介します。

※�

「
ジ
オ
パ
ー
ク
発
掘
調
査
隊
」
は
、
霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
連
絡
協
議
会
に
加
盟
し
て
い
る
霧
島
市
、
曽
於
市
、
湧
水
町

と
宮
崎
県
の
都
城
市
、
小
林
市
、
え
び
の
市
、
高
原
町
の
５
市
２
町
の
広
報
誌
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
宮
崎
県
高
原
町
か
ら

「
高
千
穂
峰
」
に
つ
い
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

高
千
穂
峰

高
原
町
は
古

い
に
し
えか

ら「
神
話
の
里
」

と
し
て
知
ら
れ
た
町
で
あ
り
、
神

話
を
語
ら
な
い
で
高
原
を
話
す
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

霧
島
山
に
は
最
高
峰
韓
国
岳
を

始
め
と
し
て
数
々
の
山
が
あ
り
ま

す
。
中
で
も
高
千
穂
峰
は
天
孫
降

臨
伝
説
の
山
で
あ
り
、
山
岳
信
仰

の
中
心
峰
で
も
あ
り
ま
す
。
山
頂

に
は
「
天あ

ま

の
逆さ

か

鉾ほ
こ

」
と
い
う
剣
が

あ
り
、
鉾
を
逆
さ
に
し
た
よ
う
な

剣
で
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
降
臨
し

た
と
き
に
突
き
立
て
た
と
日
本
最

古
の
書
物
、
古
事
記
の
中
で
語
ら

れ
て
い
ま
す
。

高
千
穂
峰
の
山
群
は
、
一
つ
の

山
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い

の
で
す
が
、
火
山
学
的
に
は
東
か

ら
二ふ

た
ご子

石い
し

、
古
高
千
穂
、
高
千
穂

峰
、
御お

鉢は
ち

の
４
つ
の
成
層
火
山
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
の
逆
鉾
の
あ
る
山

頂
が
高
千
穂
峰
火
山
で
、
今
か
ら

５
０
０
０
年
く
ら
い
前
に
形
成
さ

れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と

が
っ
た
山
頂
部
は
溶
岩
ド
ー
ム
で

で
き
て
お
り
、
火
口
は
そ
の
溶
岩

に
埋
め
立
て
ら
れ
て
見
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。

ジ
オ
パ
ー
ク

発
掘
調
査
隊

EVENTS環 霧 情 報

・�日時＝２月２８日（日）午前９時～午後２時
・�場所＝須木総合ふるさとセンター駐車場

◎問い合わせ先
　小林市役所須木庁舎地域振興課☎0984（48）3130

小林市

山びこ市（日曜市）
須
す

木
き

の特産品などの販売。漬物・お菓子作りなどの
地元の食品加工グループによる「体験コーナー」、宮
崎牛の試食・販売会もあります。

高原町

狭
さ

野
の

神社の苗
な わ

代
し ろ

田
だ

祭
さ い

「ベブがハホ」

完
熟
キ
ン
カ
ン
の

風
味
を
楽
し
む
即
席
漬
け

・�日時＝２月18日（木）午前10時30分
・�場所＝狭野神社

◎問い合わせ先＝狭野神社 ☎０９８４（42）１００７

五穀豊穣を祈念し、踊りを奉納する行事。「ベブ」と
は牛のことで「ハホ」とは主婦のこと。この呼び名の
ように、牛と主婦が出てくる時に最高潮を迎えます。
木製の牛で田を耕し苗代田の整地をし、種まきを

する姿がユーモラスに表現されています。

高原町から見た高千穂峰高千穂峰の山頂に立つ天の逆鉾
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県
の
伝
統
的
工
芸
品
に
も
指
定
さ
れ
て
い

る
薩
摩
弓
。
薩
摩
藩
島
津
家
の
弓
師
東
郷
家

の
流
れ
を
く
む
製
法
に
よ
る
も
の
で
、
江
戸

時
代
あ
た
り
か
ら
は
県
内
の
豊
富
な
真
竹
を

使
い
格
調
高
い
薩
摩
弓
が
作
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
湿
気
に
強
く
、
よ
く
飛
ぶ
こ
と

で
定
評
が
あ
り
、
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て

は
全
国
の
弓
生
産
の
９
割
を
占
め
た
時
期
も

あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
弓
の
需
要
が
減
り
、

THE SCENE

霧島に生きる

今
で
は
県
内
で
薩
摩
弓
を
作
る
の
は
隼
人
町

の
桑
幡
元も

と

象の
り

さ
ん
と
桑
幡
幸
男
さ
ん
の
製
作

所
２
軒
の
み
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

伝
統
を
受
け
継
ぐ

薩
摩
弓
の
伝
統
を
受
け
継
ぐ
た
め
に
桑
幡

幸
男
さ
ん
の
元
で
修
行
し
て
い
る
の
が
息
子

さ
ん
の
和
幸
さ
ん
で
す
。
高
校
卒
業
後
す
ぐ

に
弟
子
入
り
。
以
来
32
年
間
薩
摩
弓
を
作
り

s
l

o
w

 
l

i
f

e

納
得
の
一
張
り
を
目
指
し
て
日
々
修
行

目
に
言
わ
れ
た
こ
の
一
言
は
、
幸
男
さ
ん
が

和
幸
さ
ん
を
一
人
前
の
弓
師
と
認
め
た
瞬
間

で
し
た
。
今
で
は
和
幸
さ
ん
の
作
っ
た
弓
を

使
い
、
昇
段
試
験
に
受
か
っ
た
方
な
ど
か
ら

喜
び
の
声
も
届
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

ん
な
和
幸
さ
ん
は
心
境
の
変
化
を
感
じ
て
い

ま
し
た
。

「
修
行
を
始
め
た
こ
ろ
は
人
が
認
め
て
く

れ
る
弓
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
は
自
分
が
納
得
で
き
る
も
の
を
作
り
た
い

と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
納
得

で
き
る
も
の
を
追
求
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
出
口

の
見
え
な
い
ト
ン
ネ
ル
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

い
つ
の
日
か
自
分
が
納
得
す
る
最
高
の
一ひ

と

張は

り
を
作
る
の
が
今
の
一
番
の
目
標
で
す
」

父
の
姿
に
憧
れ
進
ん
だ
弓
師
へ
の
道
。
長

い
修
行
時
期
を
乗
り
越
え
、
一
人
前
の
弓
師

と
な
っ
た
今
で
も
「
日
々
、
修
行
で
す
」
と

話
す
和
幸
さ
ん
の
目
は
向
上
心
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。
こ
の
思
い
が
あ
る
限
り
、
薩
摩

弓
の
伝
統
は
幸
男
さ
ん
か
ら
和
幸
さ
ん
へ
と

受
け
継
が
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

続
け
て
い
る
弓
師
で
す
。
弓
師
を
目
指
し
た

き
っ
か
け
は
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
見
て
い
た

父
へ
の
憧あ

こ
がれ

で
し
た
。
し
か
し
弓
を
つ
く
る

こ
と
は
そ
ん
な
に
簡
単
な
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
弓
の
材
料
と
な
る
竹
は
一
本
一
本
姿
形

が
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
竹
に
合
わ
せ
て
作

り
方
を
微
妙
に
変
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

そ
の
技
を
習
得
し
、
思
う
よ
う
な
弓
を
作
れ

る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
和
幸
さ
ん
は
20
年
も

の
歳
月
が
か
か
り
ま
し
た
。
な
か
な
か
思
い

通
り
の
弓
を
作
る
こ
と
が
で
き
な
い
焦
り
と

不
安
の
日
々
。
そ
ん
な
和
幸
さ
ん
を
支
え
た

の
は
父
で
あ
り
師
匠
の
幸
男
さ
ん
で
し
た
。

「
弓
を
作
っ
て
も
毎
回
、
父
に
手
直
し
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
が
嫌
で
早
く
一
人
前
に
な

り
た
く
て
気
持
ち
だ
け
が
焦
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
時
、
父
が
言
っ
た
”あ
ん
ま
り

深
く
考
え
る
な
。
そ
の
う
ち
に
で
き
る
よ
う

に
な
る
“
と
い
う
言
葉
で
焦
り
は
な
く
な
り
、

弓
作
り
に
集
中
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

弓
作
り
は
自
然
体
が
大
切
。
父
の
言
葉
が
そ

の
こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
今
の
私
が

あ
る
の
は
、
父
と
そ
し
て
い
つ
も
支
え
て
く

れ
る
妻
や
家
族
の
お
か
げ
で
す
」

幸
男
さ
ん
と
家
族
の
支
え
で
成
長
す
る
和

幸
さ
ん
。
こ
れ
ま
で
で
一
番
う
れ
し
か
っ
た

の
が
幸
男
さ
ん
に
「
お
前
の
判
断
通
り
で
い

い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
こ
と
。
修
行
20
年

桑幡 和幸さん（50歳）
昭和34年生まれ。隼人町出身、宮内
小・隼人中・隼人工業高校卒。高校卒
業後弓師を目指し父幸男さんに弟子入
り。以来32年間鹿児島の伝統でもあ
る薩摩弓を幸男さんと一緒に作る。

（写真右は幸男さん）

薩 摩 の 伝 統 を 守 る 弓 師

薩摩弓
県内の真竹を使って作られる薩摩弓。
薩摩藩島津家の弓師東郷家の流れを
くむ製法で作られ、特に江戸時代あた
りからは格調高い薩摩弓が作られる
ようになる。湿気に強く、よく飛ぶこと
で定評があり、明治から大正にかけて
は全国の弓生産の9割を誇っていた時
期もある。現在、県内で薩摩弓を作る
のは隼人町の桑幡元象さんと桑幡幸
男さんの２か所のみ。平成４年には薩
摩弓が県伝統的工芸品に指定され、２
人は県伝統的工芸士の認証を受ける。

製作所
◦桑幡大弓（桑幡元象さん） ☎（42）2273
◦ 桑幡正清大弓（桑幡幸男さん、和幸さん）
☎（42）2298

P R O F I L E
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霧島市では緑のカーテンの普及や太陽光発電の補助などを行い、
環境に優しいまちを目指しています。
◎問い合わせ先＝	太陽光発電については	環境衛生課 ☎（64）0950
	 緑のカーテンについては	生活環境政策課 ☎（64）0961

め
て
い
ま
す
。

市
内
の
小
学
校
で
も
緑
の
カ
ー

テ
ン
へ
の
取
り
組
み
は
広
が
っ
て

お
り
、
平
成
20
年
度
は
７
校
で
し

た
が
今
年
度
は
26
校
が
実
施
。
ま

た
、
そ
の
ほ
か
に
も
環
境
や
地
球

●❽

つ
る
性
の
植
物
を
窓
際
に
は
わ

せ
て
遮
光
し
、
室
温
の
上
昇
を
抑

制
す
る
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
る

緑
の
カ
ー
テ
ン
。
市
で
は
地
球
温

暖
化
対
策
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年

か
ら
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
に
努

温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
を
始

め
る
学
校
が
増
え
て
い
ま
す
。
各

小
・
中
学
校
の
活
動
状
況
を
見
て

み
る
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
が
展

開
さ
れ
、
そ
こ
で
は
子
ど
も
た
ち

だ
け
で
な
く
保
護
者
や
企
業
な
ど

も
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

学
校
で
の
エ
コ
活
動

牧
園
の
中
津
川
小
学
校
で
は
、

周
辺
の
落
ち
葉
を
集
め
堆た

い

肥ひ

を
作

り
、
校
内
の
花
壇
な
ど
に
利
用
。

子
ど
も
た
ち
は
自
分
た
ち
で
作
っ

た
堆
肥
で
成
長
す
る
花
々
の
姿
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
様
子
で
、
井

川
秀
人
校
長
先
生
も
「
理
科
の
勉

強
に
も
な
る
し
、
再
利
用
す
る
こ

と
の
大
切
さ
も
学
べ
る
」
と
期
待

し
て
い
ま
し
た
。

横
川
の
安
良
小
学
校
で
は
、
校

内
で
飼
っ
て
い
る
ウ
サ
ギ
の
餌
が

不
足
し
て
い
た
た
め
、
子
ど
も
た

ち
が
家
庭
で
出
た
野
菜
の
あ
ま
り

を
持
っ
て
く
る
こ
と
を
提
案
し
、

野
菜
を
回
収
す
る
「
ウ
サ
ギ
募
金

箱
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
捨
て
る

は
ず
だ
っ
た
野
菜
の
あ
ま
り
を
再

利
用
。
子
ど
も
た
ち
は
、
環
境
だ

け
で
な
く
物
や
命
を
大
切
に
す
る

こ
と
の
大
切
さ
も
学
ん
で
い
ま
し

た
。

学校でもできる
エコ活動

溝
辺
の
陵
南
小
学
校
は
、
子
ど

も
た
ち
が
昨
年
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
集
め
ワ
ク
チ
ン

に
換
え
る
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
で
す
が
ワ
ク
チ
ン

に
換
え
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
多
く

の
キ
ャ
ッ
プ
が
集
ま
り
ま
す
。

福
山
中
学
校
は
、
緑
の
少
年
団

に
加
入
し
て
お
り
、
ド
ン
グ
リ
か

ら
苗
を
育
て
、
桜
島
に
植
樹
す
る

事
業
に
５
年
前
か
ら
参
加
し
て
い

京セラ国分工場と隼人工場は環境出前講座を実施。昨年は市内の小・中学校14校で環境教室を開催。
国分の平山小学校ではソーラーカーなどを使いその仕組みを紹介。

緑 のカーテンのおかげ
で教室内がいつもよ

り涼しく感じました。私のお
父さんもおやじの会に入っ
ており、家にも緑のカーテ
ンをつけてみましたが、いつ
もならクーラーや扇風機を
つけるのに今回はほとんど
つけることもなく、快適に
過ごせました。ニガウリや
キュウリの成長も観察する
ことができ、いろいろなこ
とを学べて楽しかったです。
これからも環境に優しい取
り組みをしていきたいです。

ま
す
。
昨
年
も
２
年
生
な
ど
が
約

30
本
植
樹
。
参
加
し
た
生
徒
は
、

桜
島
の
厳
し
い
環
境
の
中
で
も
元

気
に
育
つ
こ
と
を
期
待
し
て
、
一

生
懸
命
植
え
て
い
ま
し
た
。

広
が
る
エ
コ
の
輪

学
校
で
の
エ
コ
活
動
に
は
、
保

護
者
や
地
元
企
業
も
参
加
し
て
い

ま
す
。
京
セ
ラ
国
分
工
場
と
隼
人

工
場
で
は
子
ど
も
た
ち
に
環
境
問

題
に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
環
境
出
前
講
座
を
実
施
し
て
お

り
、
昨
年
は
市
内
の
小
・
中
学
校

14
校
で
環
境
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
。
国
分
の
平
山
小
学
校
で
は

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
な
ど
を
使
い
そ
の

仕
組
み
を
紹
介
。
子
ど
も
た
ち
は

初
め
て
間
近
で
見
る
ソ
ー
ラ
ー

カ
ー
に
興
味
津
々
で
し
た
。

隼
人
中
学
校
と
霧
島
小
学
校
で

は
、
保
護
者
と
子
ど
も
た
ち
が
一

緒
に
な
っ
て
エ
コ
活
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。
隼
人
中
学
校
で
は
夏

場
、
中
庭
か
ら
の
照
り
返
し
が
強

く
教
室
内
が
と
て
も
暑
か
っ
た
た

め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
生
徒
ら
の
提
案
で

中
庭
に
芝
生
を
植
え
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
生
徒
が
頑
張
っ
て
植
え

た
芝
生
の
中
庭
は
、
学
校
の
新
た

な
憩
い
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

家庭や地域、企業などでエコ活動に取り組む人が増えている中、
市内の小・中学校でもさまざまなエコ活動が展開されています。
そこでは、子どもたちや先生たちだけでなく、
保護者や企業なども加わり、エコの輪を広げていました。

霧
島
小
学
校
で
は
、
同
小
の
お
や

じ
の
会
が
緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設

置
。
５
月
31
日
に
ヘ
チ
マ
や
ゴ
ー

ヤ
、
キ
ュ
ウ
リ
な
ど
を
植
え
、
７

月
に
は
２
階
建
て
の
校
舎
の
屋
上

ま
で
達
し
、
８
月
中
旬
に
気
温
を

測
っ
た
と
こ
ろ
室
外
は
31
・
５
度

だ
っ
た
の
が
室
内
は
30
・
２
度
と

効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
実
っ

た
ゴ
ー
ヤ
や
キ
ュ
ウ
リ
は
、
地
域

の
方
や
子
ど
も
た
ち
が
食
す
な

ど
、
環
境
だ
け
で
な
く
食
育
の
勉

強
に
も
な
り
ま
し
た
。

各
学
校
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
し
、
効
果
を
上
げ
て
い
る
エ

コ
活
動
。
そ
こ
に
保
護
者
や
企
業

な
ど
が
加
わ
り
、
そ
の
輪
は
広
が

り
を
み
せ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

家
庭
や
職
場
な
ど
で
で
き
る
エ
コ

を
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

霧
島
小
学
校
６
年

松
元
彩
夏
さ
ん

中津川小学校（牧園）
堆肥を作るための落ち葉集め

安良（やすら）小学校（横川）
ウサギ募金箱の設置

陵南小学校（溝辺）
ペットボトルのキャップでワクチン支援

福山中学校（福山）
ドングリを育て、桜島に植樹

隼人中学校（隼人）
生徒が植えた中庭の芝生

霧島小学校（霧島）
おやじの会が緑のカーテンを設置

広がるエコ活動

「
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
」は
私
た
ち
に
も
で
き
ま
す
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不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

滞
納
処
分
の
一
環
と
し
て
市
が

差
し
押
さ
え
た
不
動
産
の
公
売
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

●
公
売
日
程

◦�

公
売
日
＝
３
月
９
日（
火
）

◦�

入
札
時
間
＝
午
後
２
時
～
２
時

15
分

◦�

開
札
＝
午
後
２
時
16
分
か
ら

◦�

売
却
決
定
＝
３
月
16
日（
火
）午

前
10
時

◦�

代
金
納
付
期
限
＝
３
月
16
日

（
火
）午
後
３
時

◦�

公
売
会
場
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
国
分
公
民
館
大
会
議
室

●
不
動
産
公
売
物
件

◦�

所
在
地
＝
国
分
中
央
五
丁
目
９

４
１
番
３
ほ
か
１
筆
（
市
役
所

ま
で
徒
歩
８
分
）
／
地
目
＝
宅

地
お
よ
び
用
悪
水
路
／
建
ぺ
い

率
＝
60
㌫
／
容
積
率
＝
２
０
０

㌫
／
現
況
＝
更
地
／
都
市
計
画

＝
都
市
計
画
区
域
内
／
用
途
地

域
＝
無
指
定
地
域
（
建
築
物
形

態
規
制
地
域
）

◦�

備
考
＝
消
費
税
非
課
税
財
産

●
入
札
に
参
加
さ
れ
る
方
へ

公
売
物
件
の
買
い
受
け
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
市
役
所
に
掲
示
し

て
あ
る
「
公
売
公
告
兼
見
積
価
額

公
告
」
や
「
公
売
の
し
お
り
」
な

ど
で
、
物
件
（
入
札
参
加
条
件
な

ど
）
の
詳
細
を
確
認
く
だ
さ
い
。

な
お
、
所
在
地
を
管
轄
す
る
登

記
所
で
登
記
簿
を
閲
覧
し
、
権
利

関
係
な
ど
も
確
認
し
て
お
く
こ
と

を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※�

「
公
売
の
し
お
り
」
は
収
納
課

に
あ
り
ま
す
。
ま
た
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
収
納
課
収
納

第
３
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
８
９

２

C ommunity ◎共生協働推進 D isaster prevention ◎防災情報

い
つ
で
も
ど
こ
で
も

火
の
用
心

今
年
に
な
り
１
月
末
現
在
で
、

建
物
火
災
が
５
件
発
生
し
ま
し
た
。

火
気
の
使
用
が
多
く
、
空
気
が
乾

燥
し
て
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季

節
で
す
。
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

◇
昨
年
の
火
災
件
数
56
件

◦�

建
物
火
災
36
件
、
林
野
火
災
６

件
、
車
両
火
災
５
件
、
そ
の
他

９
件
（
６
割
が
建
物
火
災
で
、

ほ
と
ん
ど
が
住
宅
火
災
で
す
）

◇
『
危
な
い
』
家
の
中
に
あ
る
出

火
原
因

次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

●
天
ぷ
ら
油

◦�

調
理
中
、
う
っ
か
り
目
を
離
し

て
い
ま
せ
ん
か
。（
来
客
と
話

を
し
た
り
、
電
話
に
出
た
ま
ま

離
れ
た
り
）

●
電
気
や
ス
ト
ー
ブ
の
消
し
忘
れ

◦�

暖
房
製
品
を
頻
繁
に
使
う
時
期

で
す
。
寝
る
前
や
外
出
の
時
は

今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ

◦�
使
用
方
法
は
間
違
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

●
た
ば
こ

◦�

た
ば
こ
の
火
は
き
ち
ん
と
消
し

ま
し
た
か
。

◦�

寝
た
ば
こ
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
う
。

●
コ
ン
セ
ン
ト
・
配
線

◦�

い
た
ん
だ
コ
ー
ド
を
使
用
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

◦�

プ
ラ
グ
に
ほ
こ
り
が
付
着
し
て

い
ま
せ
ん
か
。

◦�

配
線
の
上
部
に
荷
重
を
か
け
て

い
ま
せ
ん
か
。

◦�

タ
コ
足
配
線
要
注
意

◦�

束
ね
た
コ
ー
ド
を
使
用
し
て
い

ま
せ
ん
か
。

●
経
年
劣
化

◦�

異
常
が
あ
る
古
い
電
気
製
品
を

そ
の
ま
ま
使
い
続
け
て
い
ま
せ

ん
か
。

●
ス
ト
ー
ブ

◦�

近
く
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
い

て
い
ま
せ
ん
か
。

◦�

カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
の
キ
ャ�

ッ
プ
は
確
実
に
締
め
ま
し
た
か
。

●
放
火

◦�

家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
い
て
い
ま
せ
ん
か
。

◦�

門
扉
、
物
置
な
ど
の
施
錠
は
し

て
い
ま
す
か
。

◇
消
火
器
の
取
り
扱
い
に
注
意

最
近
、
全
国
で
古
い
消
火
器
を

取
り
扱
い
中
に
破
裂
し
負
傷
し
た

事
故
な
ど
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

消
火
器
の
耐
用
年
数
は
、
お
お

む
ね
８
年
で
す
。
古
い
消
火
器
の

ほ
か
、
耐
用
年
数
内
で
も
サ
ビ
、

腐
食
、
変
形
、
キ
ズ
な
ど
が
見
ら

れ
る
消
火
器
は
強
度
上
危
険
で
す

の
で
、
絶
対
に
使
用
し
な
い
で
く

だ
さ
い
。
消
火
器
の
廃
棄
に
つ
い

て
は
購
入
し
た
販
売
店
や
製
造

メ
ー
カ
ー
、
専
門
業
者
に
引
き
取

り
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。（
有
料
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
消
防
局
予
防

課
予
防
係
☎（
64
）０
４
３
３

地
域
審
議
会
委
員
を
募
集

現
在
の
委
員
の
任
期
満
了
に
よ

り
新
た
に
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
地
域
審
議
会
の
役
割

平
成
17
年
11
月
の
合
併
に
よ
っ

て
市
の
区
域
が
広
が
る
こ
と
に
よ

り
、
住
民
と
行
政
の
距
離
が
遠
く

な
り
住
民
の
意
見
が
市
の
施
策
に

反
映
さ
れ
に
く
く
な
る
と
懸
念
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
住
民
の
声

を
行
政
施
策
に
反
映
さ
せ
、
き
め

細
や
か
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

す
る
た
め
に
、
合
併
前
の
１
市
６

町
の
区
域
ご
と
に
設
け
ら
れ
た
も

の
で
す
。

◦�

応
募
資
格
＝
市
民
ま
た
は
市
内

の
事
業
所
な
ど
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
方

◦�

募
集
人
員
＝
各
地
区
地
域
審
議

会
ご
と
に
５
人
以
内

◦�

任
期
＝
平
成
22
年
４
月
か
ら
２

年
間

◦�

応
募
方
法
＝
本
庁
（
国
分
庁
舎
、

隼
人
庁
舎
）
ま
た
は
各
総
合
支

所
に
あ
る
応
募
用
紙
（
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

可
能
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
作
文

を
添
え
て
、
お
住
ま
い
の
地
区

の
本
庁
（
国
分
庁
舎
、
隼
人
庁

舎
）
ま
た
は
各
総
合
支
所
に
提

出
◦�

作
文
テ
ー
マ
＝
「
○
○
地
区
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
」（
４

０
０
～
８
０
０
字
程
度
・
任
意

様
式
）

◦�

応
募
期
間
＝
２
月
10
日（
水
）～

３
月
９
日
（
火
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
共
生
協
働
推

進
課
☎（
64
）０
９
８
８
、
隼
人

地
域
振
興
課
、
各
総
合
支
所
地

域
振
興
課

「
霧
島
地
野
菜
レ
シ
ピ
集
」
を
無

料
で
配
布
し
ま
す

霧
島
市
市
民
活
動
支
援
事
業
の

採
択
を
受
け
て
、
地
元
の
野
菜
や

山
菜
な
ど
の
食
材
を
使
っ
た
霧
島

の
郷
土
料
理
を
掲
載
し
た
「
霧
島

地
野
菜
レ
シ
ピ
集
」（
Ａ
５
版
全

カ
ラ
ー
38
ペ
ー
ジ
英
訳
つ
き
）
を

作
製
し
ま
し
た
。「
こ
の
レ
シ
ピ

集
を
使
っ
て
料
理
教
室
を
し
た

い
」
と
い
う
団
体
を
対
象
に
、
限

定
50
冊
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

（
実
施
後
に
簡
単
な
報
告
写
真
を

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

霧
島
食
育
研
究
会
☎（
57
）１
３

６
０

P ublic auction ◎公売情報

◎�問い合わせ先＝文化振興課芸術文化グループ ☎（42）1111

2/26金
開演：18時30分
場所：霧島市民会館

一般2,500円、小学生～高校生1,000円、親子券（大人１名・小人
１名）3,000円、ペア割引券（大人２名）4,000円

■チケット販売所
市役所互助会売店、きりしま国分山形屋、KTSサティスタジオギャ
ラリー、ローソンチケット（Ｌコード86847）、霧島市内郵便局、
コープかごしま国分 ･姶良店、とらや各売店、ミヤタカンパニーで
好評発売中。

霧島市自主文化事業

も
の
ま
ね
、
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
女
優
な
ど
マ
ル
チ
に
活
躍
す
る

清
水
ミ
チ
コ
の
テ
レ
ビ
で
は
見
る
こ
と
の
で
き
な
い

抱ほ
う

腹ふ
く

絶ぜ
っ

倒と
う

の
ス
テ
ー
ジ
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

百
ひゃっ

花
か

繚
りょう

乱
ら ん

のモノマ
ネ

■チケット料金（全席自由、当日500円増）

◇歌姫メド
レー　◇月

刊明星メド
レー

◇顔真似ス
ライド

◇ドラマの
効果音シリ

ーズ～サスペ
ンス劇場よ

り～ほか

見積価額　　　　　　５，９６９，０００円
公売保証金　　　　　　　５９７，０００円
●所 在 地　霧島市国分中央五丁目941番3・941番4
●面　　積　宅地248.44㎡、用悪水路14㎡
●地　　目　宅地、用悪水路
●建ぺい率　60％　容積率　200％
●現　　況　更地
●都市計画　都市計画区域内
●用途地域　無指定地域
　　　　　　（建築物形態規制地域）
●備　　考　消費税非課税財産

■公売地現況写真
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２
月
に
入
り
、
本
格
的
に
ス
ギ
花
粉
が
飛

び
交
う
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
昨
年
に
比
べ

今
年
の
ス
ギ
花
粉
飛
散
量
は
、
昨
年
の
夏
の

気
温
が
低
め
だ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
全
国

的
に
か
な
り
少
な
め
と
な
る
予
想
で
す
。
鹿

児
島
県
の
飛
散
量
も
昨
年
に
比
べ
約
半
分
く

ら
い
で
、
飛
散
時
期
は
例
年
並
み
か
、
や
や

早
い
（
２
月
10
日
ご
ろ
）
と
い
う
予
想
で
す
。

本
県
の
飛
散
量
は
、
例
年
、
全
国
の
中
で

も
か
な
り
少
な
い
方
に
入
り
ま
す
（
多
い
年

で
も
関
東
の
数
分
の
一
）。
そ
れ
で
も
、
花

粉
症
に
悩
ま
れ
る
方
は
多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
花
粉
が
西
風
に
乗
っ
て
飛
ん
で
く
る

関
係
で
、
県
の
西
の
方
角
に
森
林
地
帯
が
あ

る
地
域
は
飛
散
量
が
多
く
、
関
東
、
関
西
地

区
や
九
州
内
で
も
、
東
側
に
あ
る
県
は
多
い

こ
と
に
な
り
ま
す
。
鹿
児
島
県
で
は
大
隅
半

島
地
区
が
、
薩
摩
半
島
地
区
に
比
べ
多
い
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
霧
島
市
周
辺
は
山
間
部
も

多
く
、
場
所
に
よ
り
ム
ラ
が
あ
り
ま
す
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

花
粉
の
飛
散
開
始
時
期
に
つ
い
て
は
、
１

日
の
最
高
気
温
を
１
月
１
日
か
ら
積
算
し
て

い
き
、
合
計
で
４
０
０
度
を
超
え
る
あ
た

り
か
ら
飛
び
始
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
、
そ
の
年
の
寒
波
な
ど
の
影
響
で
少

し
遅
れ
る
可
能
性
（
１
～
２
週
間
）
も
あ
り

ま
す
。
ご
自
分
で
最
高
気
温
を
記
録
し
、
計

算
し
て
み
る
と
、
生
活
地
域
で
予
想
す
る
こ

と
も
可
能
で
す
。
ま
た
、
マ
ス
コ
ミ
で
報
道

さ
れ
る
直
近
の
花
粉
情
報
は
、
地
域
ご
と
の

情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ

（
ス
ギ
が
終
わ
る
こ
ろ
か
ら
飛
散
し
始
め
る
）

の
情
報
な
ど
も
あ
り
、
大
変
有
用
で
す
。

花
粉
症
の
治
療

花
粉
症
の
治
療
で
す
が
、
一
般
的
に
は
薬

に
よ
る
治
療
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
そ
の
中

で
、
花
粉
が
飛
び
始
め
症
状
が
出
始
め
て
か

ら
服
薬
し
て
対
処
す
る
方
法
と
、
花
粉
が
飛

び
始
め
る
１
～
２
週
間
前
か
ら
飲
み
始
め
て
、

本
格
的
な
症
状
が
出
る
の
を
予
防
す
る
初
期

療
法
と
あ
り
ま
す
。
初
期
療
法
は
、
鼻
の
症

状
が
強
い
方
に
は
大
変
有
効
で
す
。

鼻
の
症
状
と
し
て
は
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、

鼻
づ
ま
り
の
三
大
症
状
が
あ
り
ま
す
。
薬
の

種
類
に
よ
り
、
そ
れ
ら
の
症
状
に
対
し
て
得

手
不
得
手
が
あ
る
た
め
、
２
種
類
以
上
の
薬

を
組
み
合
わ
せ
て
使
う
こ
と
で
、
そ
の
欠
点

を
補
う
こ
と
が
で
き
、
よ
り
効
果
的
で
す
。

最
近
で
は
、
症
状
の
程
度
に
よ
り
治
療
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
で
き
て
お
り
、
き
め
細
か
い

治
療
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

薬
で
の
治
療
以
外
に
「
減
感
作
療
法
」
と

い
っ
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
原
因
と
な
る
物
質

を
体
内
に
注
射
し
て
数
年
間
続
け
る
と
、
そ

の
原
因
に
対
す
る
免
疫
力
が
高
ま
り
、
薬
の

量
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
注
射
を
止
め
て

も
、
そ
の
効
果
を
持
続
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

花粉症

る
治
療
法
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー

で
鼻
の
粘
膜
を
焼
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
花
粉

に
対
す
る
鼻
の
反
応
を
小
さ
く
す
る
方
法
も

あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ガ
ー
ゼ
で
表
面
麻
酔
を

し
て
短
時
間
で
終
わ
り
ま
す
し
、
そ
う
痛
い

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ほ
か
、
強
力
な
ス
テ
ロ
イ
ド
剤
を
１

回
注
射
す
る
こ
と
で
、
花
粉
シ
ー
ズ
ン
を
乗

り
切
る
治
療
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
副
作
用

（
女
性
は
生
理
が
止
ま
っ
た
り
す
る
）
が
強

い
た
め
、
耳
鼻
科
学
会
で
の
見
解
は
否
定
的

で
あ
り
、
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。

花
粉
症
の
予
防

予
防
も
大
変
重
要
で
、
花
粉
が
鼻
の
粘
膜

に
触
れ
な
い
よ
う
に
マ
ス
ク
を
し
た
り
、
家

の
中
に
花
粉
を
徹
底
し
て
導
き
入
れ
な
い
工

夫
を
し
た
り
、
空
気
清
浄
機
に
よ
り
花
粉
を

取
り
除
く
方
法
な
ど
も
か
な
り
有
効
で
す
。

可
能
な
限
り
実
行
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。
こ
の
ほ
か
ア
レ
ル
ギ
ー
の
発
症
に
関

与
す
る
要
因
を
取
り
除
く
た
め
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
民
間
療
法
も
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
試

験
管
内
で
そ
の
有
効
性
は
認
め
ら
れ
て
も
、

実
際
に
体
内
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
量
を
、
ど

れ
く
ら
い
の
期
間
続
け
た
ら
よ
い
か
の
根
拠

が
明
確
で
な
い
た
め
、
そ
の
有
用
性
に
つ
い

て
は
未
知
数
で
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
鼻
の
所
見
を
重
視
し
た
、

個
人
に
あ
っ
た
治
療
を
受
け
る
た
め
に
専
門

医
で
の
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

花
粉
症
に
つ
い
て

やさしい医療講座
原口耳鼻咽喉科

院 長／原口兼明

M E D I C A L  L E C T U R E

国
民
的
ア
ニ
メ
と
な
っ
て
い
る
「
サ
ザ
エ

さ
ん
」
の
中
で
は
、
毎
回
の
よ
う
に
家
族
が

コ
タ
ツ
を
囲
ん
で
会
話
を
す
る
場
面
が
登
場

し
ま
す
が
、
こ
の
コ
タ
ツ
を
囲
む
こ
と
が
家

族
団
ら
ん
の
秘
訣
で
あ
り
、
家
族
の
ち
ょ
っ

と
し
た
変
化
も
見
逃
さ
な
い
場
な
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

五　

囲
み
の
文
化

こ
の
よ
う
に
、私
た
ち
は
「
囲
み
の
文
化
」

を
保
ち
な
が
ら
、
社
会
や
家
族
間
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
今
の
日
本
の
現
状
を
見
て
み
ま

す
と
、
語
ら
い
の
場
で
あ
っ
た
道
路
は
車
に

取
っ
て
代
わ
り
、
住
宅
も
個
室
を
重
点
に
お

き
家
族
が
集
う
空
間
が
少
な
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
人
が
囲

み
の
文
化
を
通
し
て
育は

ぐ
くん

で
き
た
助
け
合
い

の
心
「
結ゆ

い

の
精
神
」
が
薄
れ
、
家
族
の
結
び

つ
き
も
希
薄
に
な
っ
て
く
る
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
。

「
囲
み
の
文
化
」
の
原
点
は
、
人
々
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
（
空
間
）
で
あ
り
、

そ
の
行
動
で
あ
り
ま
す
。
空
間
が
少
な
く

な
っ
て
き
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
分
だ

け
行
動
を
増
や
せ
ば
い
い
わ
け
で
す
。

ま
ず
は
、
今
あ
な
た
の
隣
に
い
る
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
。

「
お
は
よ
う
！
」「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
い
う

言
葉
か
ら
。

（
文
責
：
鈴
）

一　

広
場
の
文
化

人
類
が
誕
生
し
て
一
説
で
は
二
百
万
年
以

上
の
歳
月
が
経
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
の
時
期
の
人
類
社
会
に
お
い
て
も
共
通
す

る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
は
、「
囲
み
の
文
化
」
で
す
。
言
い

変
え
れ
ば
、
広
場
で
あ
り
、
焚た

き
火
や
囲い

炉ろ

裏り

な
ど
を
囲
ん
で
人
々
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
場
所
の
存
在
で
す
。

縄
文
時
代
の
ム
ラ
は
、
広
場
を
囲
む
よ
う

に
竪
穴
式
住
居
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
①
広
場
に
火
を
焚
く
こ
と
で
猛
獣

か
ら
ム
ラ
を
守
る
②
そ
れ
ぞ
れ
の
住
居
を
最

短
の
距
離
で
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
③
広
場
を

交
流
の
場
（
日
常
生
活
や
儀
式
、
祀ま

つ

り
な
ど

を
含
む
）
と
し
て
活
用
で
き
る
、
と
い
っ
た

理
由
か
ら
広
場
を
中
心
と
し
た
ム
ラ
構
造
が

発
達
し
て
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

広
場
の
文
化
は
、
洋
の
東
西
や
時
代
に
関

係
な
く
存
在
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
中
世
の

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
広
場
（
教
会
）
を
中
心
と
し

た
ま
ち
づ
く
り
が
盛
ん
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

囲
み
の
文
化

ま
す
。

町
は
、
漢
字
の
中
に
「
田
」
の
文
字
が

入
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
水
田
を
区
切
っ
て

い
る
地
域
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
が
、「
田
」

は
水
田
の
こ
と
で
は
な
く
、
十
字
に
交
差
し

て
い
る
道
路
を
囲
ん
だ
地
域
と
い
う
意
味
で
、

道
路
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る

こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
す
。
現
在
の
住
居

表
示
は
道
路
を
境
に
し
て
分
け
て
い
ま
す
が
、

昔
は
道
路
の
対
面
は
同
じ
町
内
と
な
っ
て
い

ま
し
た
。

四　

囲
炉
裏
の
効
果　

家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
態

も
「
囲
み
の
文
化
」
が
備
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

縄
文
時
代
や
弥
生
時
代
の
竪
穴
式
住
居
を

見
て
み
ま
す
と
、
住
居
の
中
心
部
に
炉
が

あ
っ
て
、
人
々
は
炉
を
囲
む
よ
う
に
生
活
を

営
ん
で
い
ま
し
た
。

こ
の
炉
を
囲
む
形
態
は
、
日
本
の
伝
統
住

宅
の
中
に
も
「
囲
炉
裏
」
と
い
う
形
で
最
近

ま
で
続
い
て
き
ま
し
た
。
囲
炉
裏
は
、
①
暖

を
と
る
②
料
理
を
す
る
③
煙
が
虫
を
駆
除
す

る
④
湿
度
の
高
い
日
本
に
お
い
て
煙
が
藁わ

ら

葺ぶ

き
屋
根
な
ど
を
長
持
ち
さ
せ
る
、
と
い
っ
た

利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
効
果
は
、
家

族
が
囲
炉
裏
を
囲
ん
で
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
と
れ
、
団
ら
ん
が
図
れ
る
、
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

後
年
、
囲
炉
裏
の
代
わ
り
に
登
場
し
て
き

た
コ
タ
ツ
に
も
同
様
の
効
果
が
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
。

現
在
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
は
広
場
を
中
心

に
発
達
し
て
い
ま
す
。

二　

日
本
の
広
場
の
文
化

一
方
、
日
本
で
は
広
場
の
概
念
は
な
く
、

広
場
の
替
わ
り
に
「
道
路
」
が
そ
の
役
目
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。

道
路
と
い
え
ば
、
現
代
で
は
自
動
車
が
通

る
と
こ
ろ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
で
す
が
、

本
来
は
人
々
が
行
き
来
す
る
場
所
で
あ
り
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
所
で
も
あ
り
ま

し
た
。

司
馬
遼
太
郎
著
書
の
「
功
名
が
辻
」
は
、

土
佐
藩
主
と
な
っ
た
山
内
一
豊
と
妻
の
千
代

が
夫
婦
協
力
し
て
出
世
す
る
物
語
で
す
が
、

タ
イ
ト
ル
名
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に
、
功
名

は
戦
場
に
あ
る
の
だ
け
で
な
く
、
町
の
辻
に

も
功
名
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
道
端
で
の
人
々

の
世
間
話
の
中
に
、
世
の
中
の
理

こ
と
わ
りや

先
見
の

明
、
す
な
わ
ち
出
世
へ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と

い
う
こ
と
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
「
井
戸
端
会
議
」
と
い
う
言
葉
が
あ

る
よ
う
に
、
日
本
で
は
共
同
井
戸
や
町
の
中

の
広
場
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な

り
ま
し
た
。

三　
「
町
」
の
意
味

日
本
に
は
、
道
路
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
あ
る
と
い
う
文
字
が
あ
り
ま
す
。

「
町
」
と
い
う
文
字
で
す
。

町
の
意
味
は
、
辞
典
で
調
べ
て
み
ま
す
と

「
市
や
区
な
ど
の
中
の
小
さ
な
区
画
と
か
人

家
が
多
く
立
ち
並
ぶ
地
域
」
と
書
か
れ
て
い
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K irishima Information

９
９
７
、
隼
人
地
域
振
興
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

無
事
故
・
無
違
反
コ
ン
テ
ス
ト

副
賞
抽
選
会

霧
島
市
無
事
故
・
無
違
反
１
８

０
日
コ
ン
テ
ス
ト
期
間
が
終
了
し

ま
し
た
。
無
事
故
・
無
違
反
を
達

成
し
た
チ
ー
ム
の
中
か
ら
合
計
１

５
０
チ
ー
ム
に
霧
島
温
泉
の
宿
泊

助
成
券
や
商
品
券
な
ど
が
当
た
り

ま
す
。〈
入
場
は
自
由
〉

◦�

日
時
＝
２
月
19
日（
金
）午
後
２

時
30
分
～
３
時
30
分

◦�

場
所
＝
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課

交
通
防
犯
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

９
９
７

肝
臓
機
能
障
害
の
認
定

今
年
４
月
か
ら
肝
臓
機
能
障
害

に
よ
る
身
体
障
害
者
手
帳
が
交
付

さ
れ
ま
す
。

◦�

対
象
者

①�

認
定
基
準
に
該
当
す
る
肝
臓
機

能
障
害
の
あ
る
方

②�

肝
臓
移
植
を
受
け
、
抗
免
疫
療

法
を
実
施
し
て
い
る
方

◦�

申
請
方
法
＝
申
請
書
、
診
断
書
、

写
真
（
縦
４
㌢
×
横
３
㌢
）
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

診
断
書
は
身
体
障
害
者
手
帳
指

定
医
が
作
成
し
た
も
の
に
限
り

ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
長
寿
・
障
害

福
祉
課
障
害
福
祉
グ
ル
ー
プ
☎

（
64
）０
９
９
５

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
の

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

◦�

期
間
＝
２
月
23
日（
火
）～
３
月

９
日（
火
）

◦�

時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時

◦�

場
所
＝
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
（
隼
人
庁
舎
３
階
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
☎（
42
）１
１
４
３

農
地
法
の
改
正

昨
年
12
月
15
日
付
け
で
改
正
農

地
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
改
正
点
と
し
て
は
①
農
地

の
権
利
を
有
す
る
者
（
所
有
者
、

耕
作
者
）
の
責
務
の
明
確
化
②
農

地
転
用
規
制
の
強
化
（
違
反
転
用

に
対
す
る
処
分
・
罰
則
の
強
化
な

ど
）
③
農
用
地
区
域
内
農
地
の
確

保
（
除
外
の
厳
格
化
）
④
農
地
を

利
用
す
る
者
の
確
保
・
拡
大
お
よ

び
遊
休
農
地
の
対
策
の
強
化
⑤

相
続
な
ど
の
届
出
制
度
の
創
設
と

な
っ
て
お
り
、
農
地
転
用
の
規
制

を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
農
地
を

効
率
的
に
利
用
す
る
耕
作
者
に
よ

る
地
域
と
の
調
和
に
配
慮
し
た
権

利
取
得
の
促
進
が
基
本
的
な
考
え

方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
農
業
委
員
会

事
務
局
☎（
64
）０
９
２
９

ま
な
び
フ
ェ
ス
タ

◦�

日
時
＝
２
月
27
日（
土
）午
前
９

時
～
午
後
４
時
30
分

◦�

場
所
＝
溝
辺
公
民
館
（
み
そ
め

館
）、
溝
辺
体
育
館

◦�

内
容
＝
公
民
館
定
期
講
座
の
成

果
発
表
（
舞
台
、
展
示
）
お
よ

び
講
演
会

●
講
演
会
（
午
前
10
時
か
ら
）

◦�

場
所
＝
溝
辺
公
民
館
（
み
そ
め

館
）

◦�

講
師
＝
エ
ド
・
は
る
み
さ
ん

◦�

演
題
＝
「
夢
を
あ
き
ら
め
な

い
！
私
の
生
き
方
」

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
生
涯
学
習
課

学
習
情
報
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１

１
１
８

天
降
川
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

天
降
川
の
自
然
を
守
る
た
め
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
実
施
し
ま
す
。

●
事
例
発
表

◦�

テ
ー
マ=

「
花
い
っ
ぱ
い
の
ま

ち
づ
く
り
」（
市
内
学
校
・
地

域
代
表
）

●
記
念
講
演
会

◦�

演
題
＝
「
や
る
気
を
起
こ
せ
ば
、

必
ず
奇
跡
が
お
き
る
」

◦�

講
師
＝
豊
重
哲
郎
氏
（
鹿
屋
市

柳
谷
自
治
公
民
館
長
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
総
務
課
市
民

運
動
推
進
室
☎（
64
）０
９
１
５

霧
島
市
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
よ
う

平
成
22
年
度
の
交
通
災
害
共
済

期
間
は
今
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
に
加

入
し
た
方
は
、
４
月
１
日
か
ら
適

用
さ
れ
ま
す
。
ま
た
転
入
し
て
き

た
方
や
期
間
途
中
か
ら
加
入
し
た

い
方
な
ど
は
、
途
中
か
ら
で
も
加

入
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
共

済
期
間
は
掛
け
金
納
入
日
の
翌
日

か
ら
と
な
り
ま
す
。

加
入
申
込
書
を
２
月
下
旬
か
ら

各
世
帯
へ
発
送
す
る
予
定
で
す
。

万
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
交
通

災
害
共
済
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
安
心
安
全
課

交
通
防
犯
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０

お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

【
午
前
10
時
開
会
】

◦�

２
月
23
日　

本
会
議
初
日

（
開
会
、
議
案
上
程
、
提
案
説
明
）

◦�

３
月
２
日　

本
会
議

（
質
疑
、
議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

◦�

３
月
４
日
・
５
日
・
８
日

本
会
議
（
一
般
質
問
）

◦�

３
月
17
日　

本
会
議

（
委
員
長
報
告
、
一
部
採
決
）

◦�

３
月
30
日　

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ�

ッ
ト
で
中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
も
録
画
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
議
会
事
務
局

☎（
64
）０
９
２
２

霧
島
市
道
義
高
揚
・

豊
か
な
心
推
進
大
会

◦�

日
時
＝
２
月
20
日（
土
）午
前
９

時
30
分
～
12
時

◦�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◦�

内
容

●
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
開
会
行
事

●�

表
彰
（
善
行
表
彰
、
花
い
っ
ぱ

い
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
）

◎霧島市からのお知らせ

お
近
く
の
集
合
場
所
に
お
集
ま
り

く
だ
さ
い
。〈
参
加
は
自
由
〉

◦�

期
日
＝
２
月
20
日（
土
）雨
天
中

止
◦�

集
合
場
所
＝
①
日
当
山
橋
下
橋

之
口
側
②
日
当
山
温
泉
公
園
③

天
降
川
運
動
公
園
④
市
水
道
部

⑤
野
口
橋
下
駐
車
場
⑥
ふ
る
さ

と
の
川
河
川
公
園
駐
車
場
⑦
武

安
橋
前

◦�

時
間
＝
午
前
９
時
～
10
時
30
分

※�

①
日
当
山
橋
下
橋
之
口
側
は
午

前
７
時
30
分
集
合

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
隼
人
市
民
課

環
境
衛
生
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１

１
１
１

霧
島
市
共
通
商
品
券

有
効
期
限
の
ご
確
認
を

霧
島
市
共
通
商
品
券
の
有
効

期
限
は
２
月
28
日（
日
）ま
で
で
す
。

期
限
内
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
（
商

品
券
の
販
売
は
終
了
）。
商
品
券

は
商
工
会
議
所
・
商
工
会
会
員
の

店
舗
で
利
用
で
き
、
加
盟
店
に
は

表
示
（
の
ぼ
り
・
ス
テ
ッ
カ
ー
）

が
あ
り
ま
す
。
加
盟
店
は
商
工
会

議
所
・
商
工
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島
商
工
会

議
所
☎（
45
）０
３
１
３
、
霧
島

８
時
15
分
～
午
後
５
時
）

◦�

報
酬
＝
月
額
13
万
５
６
０
０
円

～
15
万
２
８
０
０
円
（
社
会
保

険
・
雇
用
保
険
含
む
。
通
勤
手

当
・
ボ
ー
ナ
ス
な
し
）

◦�

申
込
方
法
＝
顔
写
真
を
貼
付
し

た
市
販
の
履
歴
書
と
、
有
資
格

者
は
資
格
証
の
写
し
を
同
封
の

上
、
郵
送
ま
た
は
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
限
＝
３
月
１
日（
月
）当

日
消
印
有
効

◦�

選
考
方
法
＝
書
類
選
考
後
、
面

接
◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
霧
島

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工

観
光
政
策
課
内
）
☎（
64
）０
９

６
４

上
床
運
動
公
園

第
３
回
硬
式
テ
ニ
ス
大
会

◦�

日
時
＝
３
月
７
日（
日
）午
前
９

時
か
ら
（
受
付
は
午
前
８
時
）

◦�

種
目
＝
ダ
ブ
ル
ス
戦
【
一
般
の

部
、シ
ニ
ア（
60
歳
以
上
）の
部
】

男
女
各
12
組
ず
つ
（
先
着
順
）

◦�

参
加
費
＝
１
組
２
０
０
０
円

◦�

申
込
期
限
＝
２
月
26
日（
金
）

◎�

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
＝
溝
辺

上
床
運
動
公
園
☎（
58
）２
４
５

１

市
商
工
会
☎（
42
）２
１
２
８

確
定
申
告
は
お
早
め
に

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
確
定

申
告
期
間
は
、
平
成
22
年
２
月
16

日（
火
）か
ら
３
月
15
日（
月
）ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
得
金
額
や
税
額
を
正
し
く
計

算
し
、
申
告
と
納
税
は
期
限
内
に

お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。（
確
定
申
告

書
の
提
出
は
郵
送
な
ど
で
も
可
）

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
加
治
木
税
務

署
☎（
62
）２
１
６
１
※
自
動
音

声
案
内

病
害
虫
の
ま
ん
延
防
止
に

ご
協
力
を

沖
縄
県
全
域
・
奄
美
群
島
・
ト

カ
ラ
列
島
・
小
笠
原
諸
島
に
は
サ

ツ
マ
イ
モ
な
ど
に
大
き
な
被
害
を

与
え
る
害
虫
（
ア
リ
モ
ド
キ
ゾ
ウ

ム
シ
・
イ
モ
ゾ
ウ
ム
シ
・
サ
ツ
マ

イ
モ
ノ
メ
イ
ガ
・
ア
フ
リ
カ
マ
イ

マ
イ
）
が
、
沖
縄
県
全
域
・
奄
美

群
島
（
奄
美
大
島
を
除
く
）
に
は

か
ん
き
つ
類
を
枯
死
さ
せ
る
病
害

虫（
カ
ン
キ
ツ
グ
リ
ー
ニ
ン
グ
病
・

ミ
カ
ン
キ
ジ
ラ
ミ
）
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
発
生
地
域
か
ら
の
こ
れ

ら
の
植
物
の
持
ち
込
み
は
禁
止
で

す
。
発
生
地
域
か
ら
受
け
取
っ
た

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
門
司
植
物

防
疫
所
鹿
児
島
支
所
☎
０
９
９

（
２
２
２
）１
０
４
６

陸
上
自
衛
隊
第
12
普
通
科
連
隊

「
第
８
回
定
期
音
楽
演
奏
会
」

◦�

日
時
＝
２
月
21
日（
日
）開
場
午

後
１
時
、
開
演
午
後
２
時

◦�

場
所
＝
霧
島
市
民
会
館

◦�

入
場
料
＝
無
料

※�

入
場
時
に
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ
ン

タ
ー
１
階
総
合
案
内
、
隼
人
地

域
振
興
課
、
各
総
合
支
所
地
域

振
興
課
、
国
分
駐
屯
地
広
報
室

で
配
付
し
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
陸
上
自
衛
隊

国
分
駐
屯
地
第
12
普
通
科
連
隊

広
報
室
☎（
46
）０
３
５
０

募　

集

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

国
分
・
隼
人
地
区
の
市
営
住
宅

の
入
居
者
を
募
集
し
ま
す
。

※�

申
し
込
み
に
あ
た
っ
て
は
所
得

制
限
な
ど
の
条
件
が
あ
り
ま
す
。

◦�

申
込
書
の
配
布
・
受
付
期
間
＝

２
月
15
日（
月
）～
26
日（
金
）申

し
込
み
は
部
屋
ご
と
（
１
世
帯

１
住
宅
）
で
受
け
付
け
、
申
込

者
が
複
数
い
る
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。

◦�

抽
選
日
＝
３
月
９
日（
火
）

※�

部
屋
の
詳
細
は
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（
２
月
10
日
更
新
予
定
）

で
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
の
名
波
ハ

イ
タ
ウ
ン
４
・
７
棟
の
入
居
者

は
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

◎�

問
い
合
わ
せ
先
＝
建
築
住
宅
課

住
宅
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
０

９
消
費
生
活
相
談
員

（
嘱
託
職
員
）の
募
集

◦�

業
務
内
容
＝
消
費
生
活
に
関
す

る
相
談
業
務
、
啓
発
講
座
の
講

師
、
パ
ソ
コ
ン
入
力

◦�

募
集
人
数
＝
１
人

◦�

応
募
資
格
＝
パ
ソ
コ
ン
基
本
操

作
が
可
能
な
方
。
消
費
生
活
専

門
相
談
員
・
消
費
生
活
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
・
消
費
生
活
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
い
ず
れ
か
の
資
格
者

が
優
先

◦�

雇
用
条
件
＝
平
成
22
年
４
月
１

日
か
ら
１
年
間
（
更
新
可
）

◦�

勤
務
場
所
＝
市
役
所
国
分
庁
舎

◦�

勤
務
時
間
＝
平
日
（
原
則
午
前
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声
で
紫
色
の
豆
腐
と
ア
メ
づ
く
り
に

挑
戦
で
す
。
野
草
に
は
日
々
感
謝

の
わ
が
家
で
す
。（
節
約
マ
マ
36

歳
女
性
）

●

野
草
風
呂
に
入
っ
て
食
事
は
野

草
炒
め
に
酢
み
そ
あ
え
、野
草
の

焼
酎
を
楽
し
ん
で
デ
ザ
ー
ト
は
ス

ミ
レ
の
寒
天
。最
高
の
贅ぜ

い

沢た
く

。

今
年
は
寅と

ら

年
、い
ろ
い
ろ「
ト

ラ
イ
」
し
よ
う
と
ス
タ
ー

ト
し
て
は
や
ひ
と
月
。「
龍
馬
伝
」

放
映
と
と
も
に
大
河
ド
ラ
マ
を
先

取
り
「
龍
馬
と
薩
摩
」
の
公
民
館

講
座
を
受
講
、
歴
史
に
弱
い
私
も

毎
週
の
放
映
が
さ
ら
に
楽
し
く
な

り
ま
し
た
。
特
に
新
婚
旅
行
の
場

面
が
い
つ
で
る
か
期
待
が
膨
ら
む

ば
か
り
で
す
。
わ
が
家
は
最
近
少

し
厳
し
い
製
茶
業
で
す
が
、
全
国

に
霧
島
茶
の
す
ば
ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ

す
る
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

２
月
に
は
東
京
で
開
催
さ
れ
る
大

鹿
児
島
展
に
参
加
し
ま
す
。
龍
馬

さ
ん
の
よ
う
に
今
年
は
何
事
に
も

ト
ラ
イ
し
ま
す
。（
龍
馬
大
好
き

51
歳
女
性
）

●

来
年
は
全
国
お
茶
ま
つ
り
が
霧

島
市
で
開
催
。日
本
一
の
霧
島
茶

Ｐ
Ｒ
に
み
ん
な
で
ト
ラ
イ
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
し
て
い
い
の

で
し
ょ
う
か
。
年
末
、
近

く
の
道
路
沿
い
の
空
き
地
の
雑
草

や
カ
ヤ
が
き
れ
い
に
刈
り
取
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
す
っ
き
り
き
れ
い

に
な
っ
た
所
を
通
る
の
は
気
持
ち

の
よ
い
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
先

日
、
そ
こ
か
ら
近
い
私
の
土
地
に

行
っ
て
驚
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は

レ
モ
ン
や
ミ
カ
ン
の
木
も
あ
り
、

入
り
口
に
は
ま
だ
小
さ
い
な
が
ら

ソ
ラ
豆
も
植
え
て
い
ま
す
。
そ
の

土
地
の
隅
の
方
に
、
カ
ヤ
、
小
さ

い
竹
、
ス
ギ
の
葉
、
小
枝
な
ど
が

積
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
一
輪
車
な

ら
何
台
分
で
し
ょ
う
か
。
自
分
の

所
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
、
他

人
の
所
に
運
ん
で
捨
て
る
そ
の
行

為
に
今
は
腹
立
た
し
い
気
持
ち
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
捨
て
た
人
が
分

か
る
な
ら
取
り
除
い
て
ほ
し
い
け

ど
、
捨
て
る
と
こ
ろ
を
見
て
い
な

い
の
で
泣
き
寝
入
り
で
し
ょ
う
か
。

今
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
二
度
と

繰
り
返
さ
な
い
で
と
願
う
ば
か
り

で
す
。（
女
だ
か
ら
と
馬
鹿
に
し

な
い
で
よ
70
歳
女
性
）

●

自
分
が
同
じ
事
を
さ
れ
た
ら
と

思
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。ど
う

考
え
て
も
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
。

私
の
家
は
お
風
呂
が
な
い
の

で
週
３
回
は
国
分
温
泉
に

行
き
ま
す
。
温
泉
の
前
は
い
つ
も

花
が
や
さ
し
く
手
入
れ
さ
れ
、
管

理
の
心
に
頭
が
下
が
り
ま
す
。
と

て
も
頭
の
良
い
方
で
物
を
大
切
に

さ
れ
、「
今
日
は
ズ
ボ
ン
を
差
し

上
げ
ま
す
」
と
書
か
れ
た
ま
だ
新

し
い
ジ
ー
パ
ン
、
防
水
の
ズ
ボ
ン

な
ど
何
枚
も
重
ね
て
あ
り
ま
し
た
。

各
家
庭
に
は
物
が
余
り
、
処
分
さ

れ
て
い
る
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

使
わ
ず
に
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る

物
な
ど
ど
ん
ど
ん
差
し
上
げ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。
成
長
期
の
子

ど
も
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
な
ど
大

変
喜
ば
れ
る
で
し
ょ
う
し
、
廃
棄

処
分
も
大
変
で
し
ょ
う
か
ら
。（
エ

コ
ち
ゃ
ん
75
歳
女
性
）

●

衣
類
や
茶
碗
な
ど
を
持
ち
寄
っ

て
バ
ザ
ー
を
し
、自
治
活
動
の
資

金
に
す
る
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。

い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
リ
サ
イ
ク
ル

の
輪
が
広
が
る
と
い
い
で
す
ね
。

文
章
は
添
削
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
あ
り
ま
す
。

c
o

m
m

u
n

i
t

y

お
母
さ
ん
、
霧
島
市
も
子
ど

も
議
員
っ
て
い
れ
ば
い
い

の
に
ね
」、
小
学
４
年
の
息
子
が

テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
を
見
な
が
ら

私
と
母
に
そ
う
言
い
ま
し
た
。「
ど

う
し
て
そ
う
思
っ
た
の
」
と
聞
い

て
み
る
と
、「
人
っ
て
お
金
が
す

べ
て
じ
ゃ
な
い
じ
ゃ
ん
、
心
だ
と

思
う
か
ら
さ
っ
」
と
言
い
返
す
言

葉
に
う
れ
し
い
や
ら
、
大
人
と
し

て
は
ず
か
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。
悪
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
で

子
ど
も
た
ち
も
心
の
片
隅
で
不
安

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
す
ば
ら
し
い
霧
島
市
で
子
ど

も
議
員
を
作
っ
た
ら
、
ま
ち
づ
く

り
も
夢
が
あ
り
楽
し
く
な
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。（
犬
も
歩

け
ば
女
房
に
当
た
る
34
歳
女
性
）

●

感
激
。未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
ど
ん
な
夢
の
あ
る
ま
ち
を
創

造
し
て
く
れ
る
の
か
、大
人
も
見

習
う
と
こ
ろ
が
多
そ
う
で
す
。

先
日
の
大
雪
に
大
人
な
が
ら

朝
起
き
て
び
っ
く
り
で
し

た
。
私
は
東
北
出
身
な
の
で
雪
に

び
っ
く
り
し
た
の
で
は
な
く
、
南

国
鹿
児
島
に
久
々
の
降
雪
と
い
う

こ
と
に
驚
き
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

携
帯
電
話
で
撮
っ
た
写
真
を
メ
ー

ル
で
東
北
に
住
む
姉
に
送
っ
た
と

こ
ろ
、
同
じ
視
点
で
驚
い
て
い
ま

し
た
。
そ
の
雪
も
融と

け
、
２
、
３

日
し
て
晴
れ
た
日
、
散
歩
の
途
中

道
端
の
梅
の
枝
に
目
を
向
け
る
と
、

か
わ
い
ら
し
い
花
が
一
つ
二
つ
と

ほ
こ
ろ
ん
で
い
ま
し
た
。
雪
が
降

り
、
風
が
冷
た
く
て
も
季
節
は
春

に
向
か
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

三
寒
四
温
を
繰
り
返
し
、
暖
か
な

春
が
来
る
ん
で
す
ね
。（
さ
く
ら

の
姉
47
歳
女
性
）●

「
雪
が
融
け
て
川
に
な
っ
て
流

れ
て
い
き
ま
す
。も
う
す
ぐ
春
で

す
ね
え
」キ
ャ
ン
デ
ィ
ー
ズ
の
歌

を
思
い
出
し
ま
し
た
。な
ん
と
な

く
う
き
う
き
し
て
き
ま
す
。

語
り
手
に
よ
る
お
は
な
し
」

の
楽
し
さ
を
知
り
ま
し

た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
布
団
の
中
で

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

何
度
も
何
度
も
同
じ
話
を
母
に
せ

が
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

国
分
図
書
館
や
隼
人
図
書
館
な
ど

定
期
的
に
お
は
な
し
会
が
開
か
れ

て
い
ま
す
。
語
り
手
が
覚
え
て
い

る
話
を
聞
い
て
、
そ
の
物
語
を
思

い
浮
か
べ
る
語
り
は
、
絵
本
と
は

ま
た
一
味
違
い
ま
す
。
い
ろ
り
ば

た
の
語
り
べ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
現

代
版
の
よ
う
で
す
。
活
動
さ
れ
て

い
る
方
に
感
謝
。
こ
れ
か
ら
も
小

学
生
と
幼
稚
園
の
わ
が
子
と
と
も

に
楽
し
ん
で
い
き
た
い
で
す
。（
ど

ろ
ん
こ
こ
ぶ
た
38
歳
女
性
）

●

語
り
手
さ
ん
の
顔
を
じ
っ
と
見

る
子
ど
も
た
ち
、ど
き
っ
と
し
た

り
大
笑
い
し
た
り
、そ
の
目
は
い

つ
も
き
ら
き
ら
輝
い
て
い
ま
す
。

白
鵬
関
霧
島
大
使
に
就
任
の

記
事
を
楽
し
く
読
ま
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
遠
い
モ
ン
ゴ

ル
の
地
で
生
ま
れ
た
青
年
が
、
縁

あ
っ
て
霧
島
市
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
く

れ
る
、
と
っ
て
も
不
思
議
な
気
が

し
ま
す
。「
生
白
鵬
」を
見
て
み
た

か
っ
た
で
す
ね
え
。
手
形
に
自
分

の
手
を
重
ね
て
み
ま
し
た
が
や
は

り
大
き
い
で
す
ね
。
関
節
二
つ
分

も
大
き
く
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

前
田
市
長
も
「
お
相
撲
さ
ん
と
お

話
で
き
た
チ
ビ
ッ
コ
」
の
よ
う
で

思
わ
ず
微
笑
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。

（
と
く
は
な
ち
ゃ
ん
45
歳
女
性
）

●

気
さ
く
な
大
横
綱
に
私
も
大

フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。今
年
も

年
末
に
霧
島
を
訪
問
し
て
く
れ
る

こ
と
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
に
雑
草
の
よ
う
に
強

く
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

小
学
４
年
生
の
長
男
と
二
人
で
地

元
の
野
草
採
り
に
出
か
け
て
い
ま

す
。
隼
人
の
住
吉
地
区
あ
た
り
で

採
れ
る
野
草
た
ち
、
ツ
ク
シ
は
佃

煮
に
、
ス
ギ
ナ
、
オ
オ
バ
コ
は
お

茶
、
ノ
ビ
ル
は
酢
み
そ
の
あ
え
物
、

浜
エ
ン
ド
ウ
の
花
は
焼
酎
に
入
れ

て
紫
焼
酎
に
、
そ
し
て
葉
っ
ぱ
は

野
菜
炒
め
、
ヨ
モ
ギ
は
市
販
の
モ

チ
と
混
ぜ
て
ヨ
モ
ギ
団
子
に
、
葉

は
乾
燥
さ
せ
て
薬
草
風
呂
の
も
と

に
変
身
。
す
べ
て
が
家
計
の
お
助

け
マ
ン
で
す
。
今
は
か
わ
い
い
ス

ミ
レ
の
花
を
生
け
花
に
、
器
は
軽

石
を
く
り
抜
い
て
つ
く
っ
た
夫
の

手
づ
く
り
品
、
花
び
ら
は
寒
天
菓

子
の
中
に
入
れ
て
春
を
感
じ
な
が

ら
食
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
国
分

下
井
地
区
の
シ
ャ
リ
ン
バ
イ
の
実
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お便りをくださった方の中から
「龍さんとおりょうのはじめての
新婚の旅」焼酎２本セットを５人
の方にプレゼント。応募締め切り
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の身近な事、何でも好きなことを書いてく
ださい。

おたより
待ってます
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相
手
の
立
場
に
な
っ
て

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

⬆点線に沿って切り取ってください。（官製はがきでも可）

「
静
か
に
目
を
閉
じ
て
く
だ

さ
い
」。
少
し
ざ
わ
つ
い
て
い

た
会
場
が
す
ー
っ
と
静
か
に
な

り
ま
し
た
。
国
分
地
区
の
成
人

式
で
恩
師
が
語
り
か
け
た
場
面

で
す
。「
相
手
の
立
場
に
な
っ

て
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ
の
式
は

夜
遅
く
ま
で
準
備
を
し
て
き
た

実
行
委
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、

多
く
の
方
が
支
え
て
い
る
こ
と
。

感
謝
す
る
心
を
忘
れ
な
い
で
ほ

し
い
」。
新
成
人
の
皆
さ
ん
は

頭こ
う
べを

垂
れ
、
目
を
閉
じ
て
恩
師

の
言
葉
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

大
人
へ
の
仲
間
入
り
の
日
に
久

し
ぶ
り
に
先
生
か
ら
怒
ら
れ
た

子
ど
も
た
ち
の
よ
う
で
し
た
が
、

式
が
終
了
し
た
後
の
表
情
は
と

て
も
晴
れ
や
か
に
見
え
ま
し
た
。

市
政
運
営
の
あ
り
方
と
し
て
、 

市
民
の
皆
さ
ん
と
の
「
共
生
、

共
働
、
共
助
」
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。
こ
れ
を
実
行
す
る
た

め
に
は
ま
ず
行
政
が
行
動
に
移

す
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
お
任
せ
く
だ
さ
い
。
一
緒
に

が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
お
手
伝

い
し
ま
す
」
市
民
の
皆
さ
ま
の

立
場
に
な
っ
て
考
え
、
行
動
す

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
先

に
は
、
き
っ
と
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
同
じ
言
葉
が
返
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
恩

師
の
言
葉
を
こ
れ
か
ら
の
霧
島

市
政
に
重
ね
た
一
場
面
で
し
た
。

◎人口／128,437人（＋36）
男性／ 61,973人（＋21）
女性／ 66,464人（＋15）
出生 99人／死亡124人
転入289人／転出233人
◎世帯数／57,487世帯（＋9）

（平成22年1月１日現在）
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氷
紋
見
た
さ
の
大
浪
池
登
山
。
南
国
鹿
児
島
の
平
地

で
は
、
な
か
な
か
お
目
に
か
か
れ
ま
せ
ん
。
霧
島
連
山

は
標
高
が
高
い
こ
と
か
ら
、
寒
気
団
が
や
っ
て
く
る
と

積
雪
、
樹
氷
と
と
も
に
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

標
高
１
２
０
０
㍍
を
超
え
る
大
浪
池
の
湖
面
で
は
、
全

面
が
凍
結
す
る
こ
と
も
。
湖
面
周
辺
で
は
、
10
数
�
に

伸
び
た
霜
柱
が
あ
た
り
を
埋
め
つ
く
し
て
い
ま
し
た
。

1月９日　午後３時38分
大浪池の氷紋

【撮影データ】
デジタルカメラ　レンズ17～35㎜ F2.8　
1/60s　F8.0　ISO100

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。広報広聴課広報グループ☎（64）0955までご連絡ください。

お便りをくださった方の中から

笑顔の撮影日本一の技術を持つ（た）さん。この度県の広報コンクー
ル組写真の部で特選を受賞。作品の中には52 人の笑顔があり

ます。その（た）さん、今夏は千人の笑顔をつくるためにミュージカルに挑
戦。笑顔で霧島を、日本を変えようとする壮大な計画は着 と々進む（ふ）

ウオーキングは皮膚の新陳代謝が高まり美肌にもいいと言う。イ
ンタビューした皆さんは本当に顔のつやがいい方ばかり。キンゴ

キンゴしていました。（ちなみに子どもたちにキンゴキンゴと言っても通じ
ない）皆さんもウオーキングでキンゴキンゴの美肌になりませんか（た）

福山町の成人式に初めて行ってみました。最後はみんなで福山名物黒
酢で乾杯。地元の味にご満悦の様子でした。横川町ではまちのシ

ンボル大隅横川駅で成人式。思い出の味、思い出の場所で大人の仲間
入り、なんか良いですね。みんなのうれしそうな表情が印象的でした（み）

皮が薄く甘みがあり生で食べられる完熟キンカンのことを初めて知
りました。それまでキンカンは正直苦手だったので、半信半疑で

食べてみるとイメージが変わった。おいしい…。しかも、のどがスッキ
リして炎症にいいというのも納得でした。ぜひ試してみてください（あ）

た
こ
ろ
、
地
域
の
「
侍じ

従じ
ゅ
う

川
に
親

し
む
会
」
に
参
加
し
、
自
然
を
相

手
に
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
楽
し

め
る
手
作
り
の
イ
カ
ダ
で
川
下
り

を
し
た
り
、
木
を
切
り
出
し
て
炭

焼
き
を
し
た
り
し
て
自
然
の
遊
び

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
ん
な

〈随ずいそう想〉

自
然
と
の
親
し
み
の
中
で
、
都
会

と
は
違
う
鹿
児
島
の
山
々
、
木
々

の
緑
、
遊
び
な
れ
た
川
、
私
の
田

舎
へ
の
想お

も

い
は
ど
ん
ど
ん
募
る
ば

か
り
で
し
た
。
長
年
住
み
な
れ
た

横
浜
、
そ
こ
に
は
仕
事
、
子
育
て
、

多
く
の
友
人
、
思
い
出
は
数
知
れ

ず
、
霧
島
へ
の
移
住
を
話
す
と
友

人
か
ら
は
口
々
に
「
何
で
今
ご
ろ

か
ら
帰
る
の
か
」
と
反
対
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
私
の
決
心
は
変

わ
ら
ず
、
人
生
の
第
２
ス
テ
ー
ジ

へ
の
道
へ
歩
き
始
め
ま
し
た
。

旧
宮
之
城
町
の
生
ま
れ
で
す
が
、

移
住
の
地
を
霧
島
市
に
変
更
し
た

の
は
、
山
の
緑
や
川
の
せ
せ
ら
ぎ

は
似
て
い
る
も
の
の
、
こ
こ
に
は

ほ
か
の
ま
ち
に
な
い
魅
力
が
あ
ふ

れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
移
り
住
ん

だ
牧
園
町
高
千
穂
地
区
は
標
高
が

６
０
０
㍍
ほ
ど
で
、
夏
で
も
扇
風

機
の
い
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
今

ま
で
１
年
９
か
月
の
間
、
夫
婦
で

あ
ち
こ
ち
を
散
策
し
た
り
、
風

に
揺
れ
る
木
の
枝
、
霧
の
流
れ
、

大
粒
の
雨
が
降
る
様
子
な
ど
を

ぼ
ー
っ
と
眺
め
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
バ
サ
ッ
バ
サ
ッ
の
音
に
振
り

返
る
と
カ
ラ
ス
の
羽
音
、
身
近
に

あ
る
大
自
然
に
感
動
し
て
い
ま
す
。

悠
久
の
里
、
神
々
が
宿
り
神
秘
の

稜り
ょ
う

線せ
ん

が
続
く
山
々
、
湯
煙
の
上
が

る
温
泉
郷
、
ひ
っ
そ
り
と
た
た
ず

む
露
天
風
呂
な
ど
、
二
人
で
大お

お

浪な
み
の

池い
け

や
高
千
穂
峰
に
も
登
り
、
暇
を

見
て
は
四
季
折
々
の
自
然
を
満
喫

Profile
とくまる とよお（66）
旧宮之城町（現さつま町）出身、横浜
市の日産自動車に32年間勤める。鹿
児島への移住を考えていた折、不動
産業者から送られた資料の中にあっ
た広報誌から、市の移住政策を知り
体験事業に応募。「おじゃんせ霧島」
の体験事業への参加が決め手となり、
平成20年4月に移住。妻の孝子さん
（62）と牧園町高千穂に暮らす。

◎德丸 東洋男

早
い
も
の
で
霧
島
に
住
み
着
い

て
こ
の
４
月
で
２
年
に
な
ろ
う
と

し
て
い
ま
す
。
45
年
ぶ
り
に
故ふ

る
さ
と郷

の
鹿
児
島
に
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
時
は

何
と
も
言
え
な
い
感
動
を
覚
え
ま

し
た
。
自
然
豊
か
な
霧
島
で
今
か

ら
余
生
を
送
れ
る
こ
と
を
心
か
ら

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

40
数
年
間
の
横
浜
で
の
生
活
は
、

今
思
い
出
し
て
も
そ
れ
は
田
舎
か

ら
都
会
へ
の
あ
こ
が
れ
も
あ
り
と

て
も
楽
し
い
も
の
で
し
た
。
世
の

経
済
は
右
肩
上
が
り
で
私
み
た
い

な
田
舎
者
で
も
受
け
入
れ
て
く
れ

ま
し
た
。
独
身
か
ら
結
婚
、
そ
し

て
子
ど
も
が
生
ま
れ
、
懸
命
に
働

き
、
生
活
す
る
に
は
良
い
時
代
で

も
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
小
学

校
入
学
時
な
ど
は
校
庭
に
プ
レ
ハ

ブ
の
教
室
が
並
ぶ
ほ
ど
で
、
少
子

化
な
ど
の
言
葉
は
な
く
、
ま
ち
は

活
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。

私
は
高
校
卒
業
後
上
京
し
た
時

か
ら
定
年
後
は
鹿
児
島
に
帰
る
と

決
め
て
お
り
、
自
己
紹
介
の
と
き

は
「
鹿
児
島
の
德
丸
で
す
」
と
故

郷
の
名
を
出
し
て
い
ま
し
た
。
52

歳
で
退
職
、
鹿
児
島
に
帰
っ
た
ら

ど
う
し
て
過
ご
す
か
と
考
え
て
い

し
て
い
ま
す
。
散
歩
の
途
中
で
春

は
ワ
ラ
ビ
、
秋
は
ア
ケ
ビ
な
ど
を

採
る
よ
う
な
ご
く
田
舎
の
生
活
の

中
で
、
近
く
の
み
や
ま
コ
ン
セ
ー

ル
で
は
世
界
一
流
の
音
楽
家
が
集

い
、
最
高
の
演
奏
を
満
喫
で
き
る
。

こ
の
上
な
い
贅ぜ

い

沢た
く

が
あ
ふ
れ
る
場

所
で
す
。

妻
は
あ
こ
が
れ
て
い
た
ク
ヌ
ギ

の
葉
を
食
べ
る
天て

ん

蚕さ
ん

（
緑
色
を
し

た
蚕

か
い
こ
の
原
型
）
を
飼
い
始
め
ま
し

た
。
大
根
の
寒か

ん

干ぼ

し
、
吊つ

る
し
柿
、

私
は
妻
の
作
る
料
理
を
楽
し
み
な

が
ら
こ
の
地
を
選
ん
で
よ
か
っ
た

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
、
縁
側
か
ら

景
色
を
眺
め
つ
つ
感
動
の
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

四
季「
冬
」
雪
に
包
ま
れ
た
丸
尾
滝

（
写
真
：
筆
者
）

日本で初めての新婚旅行をしたとされる坂本龍
りょう

馬
ま

と妻おりょうが訪れた霧島。二人の新婚旅行に
想
おも

いをはせながら飲んでいただこうと、霧島山系のやわらかい地下水で仕込んだ芋焼酎。白麹
こうじ

仕込
みの「さつま国分」と黒麹仕込みの「黒石岳」、お湯割り、水割り、ロックなどお好みで白と黒の飲み
比べをお楽しみください。県内限定商品　希望小売価格720㍉㍑２本セット2,500円（税込）
◎問い合わせ先＝国分酒造協業組合  ☎47-2361   http://www.kokubu-imo.com/
国分酒造は、社会貢献の一環として、一升ビン１本につき１円を寄付しています。

霧島市携帯サイト

携帯電話からも、霧島市の情報をご
覧いただけます。パソコンをお持ちで
ない方も、インターネット接続可能な
携帯電話を利用して、霧島市ホーム
ページの情報の一部を検索できます。

日々 是
これ

感動
お酒は20歳になってから。

「龍さんとおりょうのはじめての新婚の
旅」焼酎２本セットをプレゼントします。
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